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讃 

佛 

慈 

悲 

集

末 本

分
別
他
力

廣
釋
慈
悲

解
報
其
恩

一 

内
熏
密
益

二 

世
間
因
果

三 

依
教
起
行

四 

慈
善
根
力

五 

諸
仏
願
力

六 

彌
陀
別
益

通別

「
讃
佛
慈
悲
集
」　
書
下
し
文
に
お
け
る
凡
例

一
　
文
献
名
は
二
重
カ
ギ
括
弧
、『
◯
◯
◯
』
の
よ
う
に
示
し
、
そ
の
内
容
を
「
□
□
□
」
の
よ
う
に
カ
ギ
括
弧
で
示
し
た
。

二
　
こ
の
冊
子
は
、
対
象
者
を
「
あ
る
程
度
浄
土
真
宗
の
お
聖
教
に
馴
染
ん
で
い
る
人
」
を
対
象
に
し
て
い
る
の
で
、
ル
ビ
は
最
小
限
度
に
と
ど
め
た
。

三
　
文
中
の
改
行
・
ふ
り
が
な
・
太
字
・
行
空
け
な
ど
は
、
書
下
し
文
作
成
者
の
大
竹
が
、
私
に
お
こ
な
っ
た
。

四
　
文
字
右
添
え
字
の
「
数
字
●
数
字
」
は
、
●
の
上
の
数
字
は
「
原
本
の
丁
の
数
」
を
示
し
、
●
の
下
の
数
字
は
、
そ
の
丁
の
何
番
目
の
引
文
か
を
示
す
。

五
　
文
中
右
添
え
字
の
「
▽
数
字
」「
▲
数
字
」
は
、
数
字
は
「
原
本
の
丁
の
数
」
を
示
し
、「
▽
」
は
「
右
丁
」
を
「
▲
」
は
「
左
丁
」
を
示
す
。

六
　
文
中
「
乃
至
」
の
所
に
は
「
右
添
え
字
」
で
「
乃
至
さ
れ
て
い
る
文
字
数
」
を
参
考
ま
で
に
記
し
た
。（『
文
献
確
認
』
を
参
照
さ
れ
た
し
）

七
　
文
中
の
経
・
論
・
釈
の
名
の
左
に
添
え
た
◯
印
は
、
確
認
に
よ
っ
て
原
文
を
補
正
し
た
文
字
。
●
印
は
、
疑
義
が
残
る
経
・
論
・
釈
の
名
。

八
　
文
中
「
仮
名
遣
い
」「
旧
漢
字
の
使
用
」
に
い
さ
さ
か
難
点
が
あ
る
が
、
容
恕
を
請
う
。

　
こ
の
冊
子
は
、
慧
空
著
「
讃
佛
慈
悲
集
」
を
「
他
力
」
の
学
習
の
起
点
と
し
て
、
慧
空
の
示
す
考
え
方
が
い
か
な
る
問
題
を
提
起
す
る
の
か
を
検
討
し
て
、「
浄
土

真
宗
の
他
力
」
を
明
確
に
し
て
、
よ
り
「
他
力
」
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
つ
で
あ
る
。

　
現
代
に
お
い
て
「
弥
陀
別
益
の
他
力
」
を
「
転
成
」
と
い
う
こ
と
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
宗
正
元
先
生
（
令
和
二
年
五
月
二
十
日
九
十
三
歳
で
逝
去
。
真
宗

大
谷
派
本
山
の
出
版
部
長
や
宗
門
立
の
「
東
京
大
谷
専
修
学
院
」
院
長
等
を
歴
任
）
の
「
言
い
淀
み
」
が
感
じ
ら
れ
る
点
も
、
何
と
か
し
て
超
え
て
い
く
た
め
の
資

糧
に
で
き
る
こ
と
を
願
い
求
め
た
い
と
思
う
。
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讃▽
１ 
佛 

慈 

悲 

集 　
本

仰
ぎ
敬
い
て
、
彌
陀
他
力
の
慈
恩
を
讃
せ
ん
と
欲お
も

ふ
。
其
の
事
極
め
て
多
く
、
其
の
文
極
め
て
繁
し
。
或
い

は
総
じ
、
或
い
は
別
し
て
、
詳つ
ぶ

さ
に
盡
く
す
べ
く
あ
ら
ず
。
或
い
は
經
を
、
或
い
は
論
を
、
悉
く
出
す
こ
と

能
は
ず
。
今
略
し
て
要
を
取
り
て
文
を
集
む
る
に
、
暫し
ば
らく
三
章
を
分
け
、
若
し
三
章
を
讀よ
み

て
一
念
の
慙ざ
ん

愧ぎ

感

嘆
の
心
を
發
さ
ば
、
自
他
の
益
、
虛
し
か
ざ
ら
ん
歟や

。

一
に
は
他
力
を
分
別
す
。
二
に
は
廣
く
慈
悲
を
釋
す
。
三
に
は
其
の
恩
を
報
ふ
ヿ
を
解
す
。

第
一
に
、
他
力
分
別
の
中
に
、
六
重
の
通
別
あ
り
。
一
に
内
熏
密
益
、
二
に
世
間
因
果
、
三
に
依
教
起
行
、

四
に
慈
善
根
力
、
五
に
諸
佛
願
力
、
六
に
彌
１
・
０
陀
別
益
な
り
。

一
に
内
熏
密
益
と
は
、
眞
如
縁
起
の
義
な
り
。『
起
１
・
１

信
論●

』
の
消
滅
門
を
按
ず
る
に
、
云
く
「
不
生
不
滅
は
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眞
如
の
性
。
無
明
の
熏
動
に
因
る
が
故
に
、
消
滅
の
心
有
り
。
此▲
１

れ
即
ち
覺
は
不
覺
を
成
ず
る
な
り
。
覺
と

不
覺
と
更
に
互
い
に
相
ひ
熏
ず
、
不
覺
を
以
て
本
覺
に
熏
ず
る
が
故
に
。
則
ち
諸
々
の
染
法
を
生
じ
、
生
死

に
流
轉
す
。
本
覺
を
以
て
不
覺
を
熏
ず
る
が
故
に
、則
ち
諸
の
淨
法
を
生
ず
。
流
を
返
し
て
纏
よ
り
出い

だ
す
。

而
し
て
本
覺
を
成
ず
」
と
。
○１
・
２『
地
持
經●

』
に
云
く
、「
性
に
二
種
有
り
。
一
に
性
種
性
、二
に
習
種
性
」
と
。

○１
・
３『

瑜
伽
論●

』三
十
五
に
云
く
、「
種
性
を
謂
は
ば
略ほ
ぼ

二
種
有
り
。
一
に
本
性
住
種
性
、二
に
習
所
成
種
性
な
り
。

本
性
住
種
性
と
は
、
菩
薩
は
六
處
に
殊
勝
に
し
て
、
是
の
如
き
の
相
有
り
て
、
無
始
世
從
り
展
轉
し
來
り
て

法
而
の
所
得
な
り
。習
所
成
種
性
と
は
、前
の
串か
ん
じ
ゅ
う習

の
善
根
な
り
。乃大

幅
な
頁至　

又
此
の
種
性
を
亦
種
子
と
名
づ
く
。

亦
名
づ
け
て
性
と
な
す
」
と
。
○１
・
４『
涅
槃
經
』
二
十
八
獅
子
吼
品
に
云
く
、「
衆
生
の
佛
性
に
亦
二
種
の
因

あ
り
。
一
に
は
正
因
、二
に
は
因
縁
な
り
。
正
因
は
謂
く
諸
の
衆
生
な
り
。
因
縁
は
謂
く
六
波
羅
蜜
な
り
」と
。

○１
・
５

二
十
六
に
云
く
、「
因
縁
と
は
即▽
２

ち
了
因
な
り
」
と
。
○
２
・
１

天
台
の
云
く
、
一
切
衆
生
、
此
の
三
因
佛
性
を

具
せ
ず
、
廣
く
光（
　
？
　
）

明
玄
の
如
し
。
凡
そ
彈
指
・
散
華
・
隨
聞
の
一
句
な
り
と
も
縁
因
了
因
の
縁
起
無
く
ん
ば
、

眞
俗
・
染
淨
、
頓
悟
・
漸
修
、
新
熏
・
本
熏
の
熏
發
、
な
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
外
熏
内
發
・
内
熏
外
發
、
亦

是
れ
、
他
力
發
起
と
謂
う
べ
き
な
り
、
と
。
○２
・
２『
宗す

鏡ぎ
ょ
う

録ろ
く

』
十
八
に
云
く
、「
問
う
、
此
れ
亦
衆
生
、
自
家
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の
佛
力
に
し
て
、
他
佛
の
力
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
答
う
、
佛
地
に
自
他
無
し
。
汝
強
い
て
自
佛
・
他
佛
を
謂

う
は
、
衆
生
の
心
盡
さ
ざ
る
の
み
」
と
。
廣
說　

此
の
義
廣
く
性
相
に
辨
ず
る
が
如
し
。
淨
家
の
中
に
於
て

鎮
西
の
人
師
、
盛
ん
に
此
の
内
熏
の
義
を
以
て
、
殊
に
彼
の
彌
陀
の
他
力
を
成
ず
。
云
云　
其
の
遠
き
ヿ
甚

だ
し
き
矣
こ
と
よ
の
う。
同
日
之
論
に
肯
う
を
な
さ
ず
。
但
し
、
熏
の
義
、
一
切
に
通
ず
、
復
た
永
く
遮
つ
べ
し
と
謂

う
に
は
あ
ら
ず
と
な
り
。

二
に
、
世
間
因
果
と
は
、
初
め
に
世
間
の
樂
因
、
皆
他
力
に
由
っ
て
成
ず
る
こ
と
を
明
か
す
。
次
に
世▲
２

間
の

樂
果
、
亦
佛
力
に
由
っ
て
得
る
こ
と
を
明
か
す
。
初
め
に
樂
因
他
力
と
は
、
然
る
に
一
切
の
世
樂
は
福
業
に

因
ら
ざ
る
ヿ
無
し
。
一
切
の
修
福
は
、
佛
力
に
由
ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
若
し
佛
菩
薩
の
開
示
無
く
ん
ば
、
誰

か
一
法
を
聞
き
、
誰
か
一
善
を
修
せ
ん
や
。
乃
至　

東
西
を
知
り
、
邪
正
を
識
る
、
皆
是
れ
佛
力
な
り
。
い

か
に
い
わ
ん
や
、
自
利
利
他
の
分
有
ら
ん
を
や
。
○２
・
３『
華
嚴
』
の
偈
に
云
く
、「
衆
生
種
々
の
樂
及
び
諸
の

方
便
智
、
皆
佛
智
に
依
っ
て
起
こ
る
」
と
。
○２
・
４『
大
乗
同
性
經
』
に
云
く
、「
是
れ
如
來
力
、
彼
の
衆
生
を

し
て
諸
法
を
知
る
ヿ
を
得
し
む
」
と
。
○２
・
５『
入
楞
伽
經
』
三
に
云
く
、「
大
慧
、
諸
の
如
來
の
住
持
力
に
依
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る
が
故
に
、
山
河
・
石
壁
・
草
木
・
苑
林
及
び
妓
樂
・
城
邑
・
聚
落
・
宮
殿
・
屋
宅
、
皆
能
く
說
法
の
聲
を

い
出
だ
す
。
自
然
に
皆
妓
樂
の
音
を
出
だ
す
。
大
慧
、
い
か
に
い
わ
ん
や
心
有
る
者
、
聾
盲
・
瘖
瘂
・
無
量

の
衆
生
、
諸
苦
惱
を
離
る
。
大
慧
、
佛
如
來
住
持
の
力
の
如
き
無
量
の
利
益
も
て
、
衆▽
３

生
を
安
樂
す
」
と
。

○３
・
１

又
云
く
、「
若
し
諸
の
如
來
、
菩
薩
の
爲
に
住
持
力
を
作
り
た
ま
は
ず
ば
、
諸
の
外
道
・
聲
聞
・
辟
支
佛
、

魔
事
に
堕
せ
ん
。
故
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
ず
」
と
。
○３
・
２『
方
廣◯

総
持
經
』
に
云
く
、「
菩
薩
、
未

來
の
五
濁
世
の
中
に
於
て
陀
羅
尼
三
昧
を
得
れ
ば
、
一
切
皆
是
れ
、
佛
の
威
力
な
り
。
是
故
に
善
男
子
、
若

し
其
の
法
師
を
誹
謗
す
る
こ
と
有
れ
ば
、
即
ち
謗
佛
を
爲
す
等
と
し
て
異
有
る
事
な
し
。
善
男
子
、
佛
滅
度

の
後
、
若
し
法
師
有
り
て
、
善
く
樂
欲
に
随
て
、
人
の
爲
に
法
を
說
き
、
能
く
菩
薩
大
乗
を
學
す
る
者
及
び

諸
大
衆
を
し
て
、
一
毛
歓
喜
の
心
を
發
す
こ
と
有
り
て
、
乃
至
暫
く
一
滴
の
涙
を
下お
と

さ
ば
、
當
に
知
る
べ
し

皆
是
れ
佛
の
神
力
な
り
」
と
。
○
３
・
３

又
云
く
、「
若
し
聲
聞
の
法
を
說
き
、
も
し
は
菩
薩
の
法
を
說
か
ん
。
當

に
知
る
べ
し
、
皆
是
れ
如
來
威
神
護
念
力
の
故
な
り
。
諸
菩
薩
等
に
是
の
如
き
說
を
作な

さ
し
む
」
と
。
○
３
・
４

『
十
住
毘
婆
沙
論
』
十
一
に
云
く
、「
も
し
一
切
衆
生
智
慧
勢
力▲
３

、
皆
辟
支
佛
の
如
く
ん
ば
、
是
の
諸
の
衆
生
、

佛
意
を
承
け
ず
し
て
一
人
を
度
さ
ん
と
欲
せ
ば
、
是
の
處
こ
と
わ
り

有
る
こ
と
無
し
」
と
。
○３
・
５『
大
集
經
』
十
七◯

に
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云
く
、「
當
に
知
る
べ
し
、
一
切
菩
薩
の
所
得
の
辨
說
、
能
く
以
て
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
、
皆
是
れ
如
來

の
神
力
な
り
」
と
。
○３
・
６『
薩
遮
尼
乾
子
經
』
一
に
云
く
、「
諸
の
善
知
識
の
攝
せ
ざ
る
と
こ
ろ
の
者
は
、
此

の
法
に
入
ら
ず
。
諸
佛
の
爲み
た
めに
住
持
さ
れ
ざ
る
衆
生
は
、
此
の
法
を
聞
か
ず
。
諸
の
如
來
加
力
持
を
除
き

て
、能
く
此
の
法
を
聞
き
、能
く
此
の
法
を
信
ず
と
云
は
ば
、此
の
處
こ
と
わ
り

有
る
こ
と
無
し
」
と
。
○３
・
７『
華
嚴
經
』

六
に
「
若
し
一
切
の
佛
の
爲
に
護
ら
る
る
と
き
は
、
則
ち
無
上
菩
提
心
を
生
ず
」
と
。
○３
・
８『
報
恩
經
』
七
に

云
く
、「
我
能
く
衆
生
に
大
智
辨
を
惠
施
す
」
と
。
○３
・
９『
寶
性
論
』
一
に
云
く
「
一
切
諸
草
木
、
大
地
に
依

止
し
て
生
ず
。地
に
分
別
の
心
無
く
し
て
、而し
こ
うし

て
増
長
成
就
す
。衆
生
心
の
善
根
は
佛
地
に
依
止
し
て
生
ず
。

佛
、
分
別
の
心
無
く
し
て
、
而
し
て
増
廣
成
就
す
」
と
。
○
３
・
１
０『
佛
地
經◯

論
』
五
に
云
く
、「
一
切
衆
生
の
所

有
の
善
法
及
び
殊▽
４

勝
の
果
、
皆
是
れ
如
來
の
慈
悲
願
力
を
増
上
縁
と
爲
し
て
、
而
し
て
獲
得
せ
る
所
な
り
」

と
。
○４
・
１『
華
嚴
經
』
十
二◯

に
云
く
、「
此
の
菩
薩
、是
の
如
く
無
量
無
邊
の
信
を
成
就
す
。
不
退
轉・信
不
亂・

信
不
壊
・
信
不
著
・
信
有
根
・
信
隨
順
す
。
聖
人
の
信
は
、
如
來
聚
性
の
信
な
り
。
則
ち
能
く
一
切
の
佛
法

を
護
持
し
て
、
一
切
菩
薩
を
長
養
す
る
。
善
根
も
て
一
切
の
如
來
に
隨
順
す
。
善
根
は
一
切
の
佛
の
善
方
便

よ
り
生
ず
」
と
。
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次
に
樂
果
佛
力
と
は
、『
無
４
・
２

上
依
經
』
下
に
云
く
、「
若
し
如
來
出
世
せ
ざ
ら
し
め
ば
、
唯
苦
受
の
み
有
り
て

其
の
身
を
逼せ

め
ん
。
一
切
世
間
を
唯
だ
惡
道
に
し
て
但
だ
叫
喚
の
大
音
聲
の
み
を
聞
か
ん
」と
。
○４
・
３『
大
論
』

三
十
六
に
云
く
、「
若
し
菩
薩
、
善
法
を
說
く
こ
と
無
く
ん
ば
、
世
間
に
天
道
・
人
道
・
阿
修
羅
道
有
る
ヿ

無
し
。
樂
受
・
不
苦
・
不
樂
受
あ
る
こ
と
無
く
ん
ば
、
但
だ
苦
受
の
み
有
り
て
、
常
に
地
獄
啼
哭
の
聲
の
み

有
ら
ん
」
と
。
○
４
・
４

又
三
十
五
に
云
く
、「
世
間
樂
・
涅
槃
樂
、
皆▲
４

佛
菩
薩
に
由
っ
て
得う

」
と
。
◯４
・
５『
大
集
經
』

十◯

に
云
く
、「
一
切
衆
生
、
大
乗
に
因
る
が
故
に
、
人
天
の
樂
及
び
涅
槃
の
樂
を
得
」
と
。
○
４
・
６

又
『
大
論
』

三
十
六
に
云
く
、「
問
て
曰
く
、
菩
薩
の
因
縁
を
以
て
の
故
に
、
世
に
於
て
善
法
有
る
こ
と
而
し
て
あ
る
べ

し
。
刹
利
大
姓
・
婆
羅
門
大
姓
・
居
士
大
家
、
若
し
世
に
菩
薩
無
く
と
も
、
亦
此
の
貴
姓
有
ら
ん
。
云い
か
ん
が何
皆

菩
薩
よ
り
生
ま
る
と
言
う
や
。
答
て
曰
く
、
菩
薩
の
因
縁
を
以
て
の
故
に
、
世
間
に
五
戒
・
十
善
・
八
齊
等

有
り
。
是
の
法
に
上
中
下
有
り
。
上
は
道
を
得え

、
中
は
天
に
生
ま
れ
、
下
は
人
と
爲
る
。
故
に
刹
利
大
姓
乃

至
居
士
大
家
有
り
。
問
て
曰
く
、
若
し
世
に
菩
薩
無
く
と
も
世
間
に
亦
五
戒
・
十
善
・
八
齊
・
刹
利
等
の
大

姓
有
ら
ん
。
答
て
曰
く
、
菩
薩
は
身
を
受
く
る
こ
と
種
々
、
或
い
は
時
に
業
因
縁
身
を
受
く
。
或
い
は
變
化

身
を
受
く
。
世
間
に
於
て
教
化
し
て
諸
の
善
法
・
世
法　
乃二
十
文
字至 

出
世
の
法
を
說
き
、
世
界
を
護
持
す
。
菩
薩
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の
法
無
し
と
雖
も
、
常
に
世
法
を
行
ず
。
是
の
因
縁
を
以▽
５

て
の
故
に
、
皆
菩
薩
に
從
て
有
り
。
問
て
曰
く
、

菩
薩
は
清
淨
に
し
て
、
大
慈
悲
を
行
ず
。
云い
か
ん
が何
世
俗
の
諸
の
雑
法
を
說
く
や
。
答
て
曰
く
、
二
種
の
菩
薩
有

り
。
一
は
慈
悲
を
行
じ
直
に
菩
薩
の
道
に
入
る
。
二
は
敗
壞
の
菩
薩
亦
悲
心
有
り
。
治
む
る
に
國
法
を
以
て

す
。
乃十
九
文
字至 
世
間
の
諸
の
富
貴
は
皆
二
乗
の
道
に
從
い
て
、
二
乗
の
道
有
り
。
佛
に
從
て
有
り
」
と
。
○５
・
１『
大

論◯

』
歎●

度
品
に
云
く
、「
菩
薩
の
來
た
る
に
因
る
が
故
に
、
人
道
・
天
道
・
刹
利
大
姓
を
出
生
す
。
乃三
十
六
文
字至 

菩

薩
の
來
た
る
に
因
る
が
故
に
、
世
間
に
便す
な
わち
飯
食
・
衣
服
・
臥
具
・
房
舎
・
燈
燭
・
摩
尼
眞
珠 

乃五
文
字至 

金
銀

等
の
諸
寶
物
生
ず
る
ヿ
有
り
。
舎
利
弗
、
世
間
所
に
樂
具
有
り
。
若
し
は
人
中
、
若
し
は
天
上 

乃五
文
字至 

一
切

樂
具
は
皆
菩
薩
に
由
っ
て
有
り
。
何
を
以
て
の
故
に
。
舎
利
弗
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
菩
薩
の
道
を
行
ず
る
時
は

六
波
羅
蜜
に
住
す
。
住
す
れ
ば
自を
の

づ
か
ら
布
施
を
行
ず
。
亦
布
施
を
以
て
衆
生
を
成
就
す
。
乃（
マ
マ
）至自み
づ
から
般
若▲
５

波
羅
蜜
を
行
ず
。
亦
般
若
波
羅
蜜
を
以
て
衆
生
を
成
就
す
。
舎
利
弗
、
是
の
故
に
菩
薩
摩
訶
薩
は
衆
生
を
安

樂
せ
ん
が
爲
の
故
に
、
世
に
出
現
す
」
と
。
○５
・
２『
大
論
』
の
四
十
に
釋
し
て
云
く
、「
問
て
曰
く
、
若
し
菩

薩
の
因
飲
食
等
の
諸
寶
物
に
有
ら
ば
、
人
な
ん
ぞ
力
を
以も
ち

ひ
求
生
を
作な

し
諸
の
辛
苦
を
受
け
乃い
ま

し
得
る
や
。

答
て
曰
く
飢
餓
劫
の
時
の
人
、
其
の
功
力
を
設も
う

く
と
雖
も
、
亦
得
る
所
無
し
。
衆
生
の
罪
重
き
を
以
て
の
ゆ
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え
な
り
。
菩
薩
、
世
々
に
布
施
・
持
戒
の
善
心
を
讃
嘆
す
。
是
れ
三
福
の
因
縁
の
故
、
上
中
下
有
り
。
上
は

念
ぜ
ば
便す
な
わ
ち即
得
る
な
り
。
中
は
尊
重
供
養
し
て
自み
づ
から
至
る
。
下
は
功
力
を
施
し
て
乃い
ま

し
得
る
。
是
れ
を
以
て

の
故
に
、
菩
薩
に
因
っ
て
、
實
に
し
て
虛
し
か
ら
ざ
る
を
說
く
。
樂
の
因
縁
は
な
は
だ
多
し
。
稱
計
す
べ
か

ら
ず
。
今
佛
、
略
し
て
天
樂
・
人
樂
・
涅
槃
樂
、
皆
菩
薩
に
由
っ
て
得
る
と
說
く
。
此
の
中
に
佛
自み
づ
から
說
く

菩
薩
六
波
羅
蜜
に
住
す
れ
ば
、
布
施
を
行
ず
。
亦
衆
生
を
し
て
布
施
を
行
ぜ
教し

む
。
衆
生
、
自
ら
布
施
を
行

ず
と
雖
も
、
菩▽
６

薩
の
教
道
無
け
れ
ば
則
ち
行
ず
る
ヿ
あ
た
は
ず
」
と
。
問
て
曰
く
、「
解
脱
の
樂
を
餘
し
て
、

此
の
二
種
の
樂
は
是
れ
衆
生
、
結
使
を
生
ず
る
處
な
り
。
貪
欲
の
因
縁
の
故
に
恚い
か
りを
生
ず
。
菩
薩
、
何
を
以

て
是
の
結
使
の
因
縁
を
教
道
す
る
や
」。
答
て
曰
く
、「
菩
薩
、
咎と
が

無
か
ら
ん
所
以
は
、
何
ぞ
。
菩
薩
は
慈
悲

清
淨
心
に
し
て
、
衆
生
に
樂
の
因
縁
を
與
え
修
福
の
事
を
教
う
。
若
し
衆
生
、
清
淨
に
て
福
徳
を
行
ず
る
こ

と
能
は
ず
ば
、
菩
薩
に
於
て
何
の
咎
あ
ら
ん
や
。
人
、
好
心
に
し
て
井
を
作
り
、
盲
人
中
に
堕
し
て
死
す
る

に
、
作
る
者
、
罪
無
き
が
如
し
。
人
の
好
食
を
設
け
て
人
に
施
す
る
に
了
を
知
ら
ざ
る
者
、
多
食
し
て
患
を

致
す
に
施
す
者
、
罪
な
き
が
ご
と
し
」
と
。
已
上  

第
二
十
六
に
亦
此
の
說
有
り
。　

○
６
・
１

私
に
云
く
、
有
漏
の
世

福
、
第
三
生
の
怨
に
爲
る
と
雖
も
顛
倒
の
善
果
、
梵
行
を
壞
す
る
の
失
有
り
と
雖
も
、
脱
苦
與
樂
の
願
行
、
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假
よ
り
入
眞
の
方
便
、
其
れ
恒
に
此
の
如
し
。
○６
・
２『
涅
槃
經
』
十
四
に
云
く
、「
或
い
は
衆
生
有
て
財
貨
を

貪
せ
ば
、
其
の
人
に
於
て
自
ず
か
ら
其
の
身
を
化
す
。
轉
輪
王
と
作な
り

て
無
量
歳
に
其
の
所
須
に
隨▲
６

い
種
々
供

給
し
、
然
し
て
後
教
化
す
。
乃十
三
文
字至 

若
し
衆
生
有
て
五
欲
に
貪
着
し
無
量
歳
に
於
て
妙
五
欲
を
以
て
其
の
願

を
充
満
し
然
し
て
後
勧
化
す
」
と
。
乃
至
廣
說　
○６
・
３『
大
經
』
上
に
法
藏
の
願
に
云
く
「
我
、
無
量
劫
に
於

て　
大
施
主
と
爲
り
て　
普
く
諸
の
貧
苦
を
濟
は
ず
は　
誓
う
、正
覺
を
取
ら
じ
」
と
。
○６
・
４『
大
集
月
藏
分
』

第
十
二◯

に
云
く
、「
時
に
世
尊
、
乃五
十
四
文
字至 

我
今い
ま

諸
の
衆
生
を
憐
愍
す
る
が
故
に
此
の
果
報
を
以
て
分
て
三
分
と

作
す
。
一
分
を
留
め
て
自
ら
受
く
。
第
二
分
は
我
滅
後
に
於
て
禪
解
脱
三
昧
相
應
せ
る
聲
聞
に
與
へ
て
、
乏

し
き
所
無
か
ら
し
む
。
第
三
分
は
彼
の
破
戒
・
読
誦
經
典
相
應
せ
る
聲
聞
、
正
法
像
の
頭
を
剃
り
て
袈
裟
を

著
た
る
者
に
與
へ
て
、
乏
し
き
所
無
か
ら
し
む
。
彌
勒
、
我
今
復ま
た

、
三
業
相
應
せ
る
諸
聲
聞
衆
・
比
丘
・
比

丘
尼・優
娑
塞・優
婆
夷
を
以
て
、汝
が
手
に
寄
附
す
。
乏ぼ
く
し
ょ
う少
せ
し
む
る
勿
れ
。
孤
独
に
し
て
而
し
て
終
わ
る
。

及
び
正
法
・
像
法
に
お
い
て
禁
戒
を
毀▽
７

破
し
袈
裟
を
著
す
る
者
を
汝
が
手
に
寄
附
す
。
彼
等
の
諸
の
資
具
に

於
て
乏
少
に
し
て
終
わ
ら
せ
し
む
る
こ
と
勿
れ
」
と
。 
○７
・
１

又
『
佛
地
経◯

論
』
の
第
六
を
按
ず
る
に
、「
諸
佛
、

成
所
作
智
を
以
て
種
々
變
幻
し
て
常
に
衆
生
を
利
す
。所い
わ
ゆ
る謂
如
來
の
化
身
に
三
種
の
別
有
り
。一
に
は
身
化
、
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二
に
は
語
化
、
三
に
は
意
化
な
り
。
身
化
に
三
有
り
。
現
神
通
と
現
受
生
と
現
業
果
と
な
り
。
語
化
に
亦
三

あ
り
。
慶
慰
と
方
便
と
辨
揚
と
な
り
。
意
化
に
四
つ
あ
り
。
決
擇
と
造
作
と
發
起
と
受
領
と
な
り
。
三
業
の

十
化
、無
方
無
碍
な
り
」
と
。
○
７
・
２

彼か
の

『
論
』
の
七
に
云
く
、「
身
化
に
三
種
有
り
。
一
に
は
自
身
相
應
。
謂
く
、

自
身
を
化
し
て
轉
輪
王
等
種
々
の
形
類
と
爲
る
。
及
び
種
々
の
諸
の
本
生
の
事
を
現
ず
る
。
二
に
は
、
他
身

相
應
。
謂
く
魔
王
に
化
し
て
佛
身
と
爲
る
等
、
舎
利
弗
を
變
じ
て
天
女
と
爲
す
等
、
他
身
の
上
に
寄
せ
て
、

亦
種
々
變
化
形
類
を
現
ず
る
な
り
。
三
に
は
、
非
身
相
應
。
謂
く
、
大
地
を
現
じ
て
七
寶
等
と
爲
す
。
乃二
十
文
字至 

自
他▲
７

身
を
離
れ
て
別
に
現
じ
て
情
・
非
情
の
色
種
々
形
類
を
化
作
す
る
な
り
。
地
を
動
じ
光
風
の
香
を
放
つ

等
の
事
、
皆
諸
の
有
情
を
利
樂
せ
ん
が
た
め
の
故
な
り
。
一
切
皆
佛
の
化
身
の
業
と
名
づ
く
」
と
。
○７
・
３『
華

嚴
經
』
に
佛
身
に
十
無
碍
を
說
く
中
に
、「
第
八
に
依
正
無
碍
と
は
、謂
く
此
の
身
即
ち
一
切
器
世
間
と
作な

る
」

と
。○７
・
４『
經
』の
第
七
の
偈
に
云
く
、「
或
い
は
日
月
を
作
り
て
虛
空
に
遊
び
、或
い
は
河
池
井
泉
等
と
作
る
」と
。

宗
鏡
録
十
六
巻
之
を
具
す　

○７
・
５『
百
福
經
』
に
佛
八
十
種
の
形
を
現
わ
る
ヿ
を
說
く
中
に
云
く
、「
五
十
二
は
粉

米
像
、五
十
三
は
麰
麥
像
乃二
十
文
字至 

果
樹
」
と
。
○７
・
６『
佛
地
經◯

論
』
に
又
云
く
、「
是
の
如
く
語
化
に
亦
三
種
有
り
。

一
に
は
自
身
相
應
。
謂
く
佛
自
身
化
し
て
梵
音
を
現
じ
て
遍
く
無
邊
諸
世
界
等
の
種
々
の
語
業
を
告
ぐ
。
二



13

に
は
他
身
相
應
。
謂
く
聲
聞
・
大
弟
子
等
を
し
て
佛
の
梵
音
を
以
て
大
乗
甚
深
の
法
等
を
宣
說
せ
し
む
。
是

の
故
に
聲
聞
・
諸
菩
薩
等
、
己
が
分
に
あ
ら
ざ
る
甚
深▽
８

の
妙
法
を
說
く
。
皆
是
れ
如
來
變
化
の
所
作
な
り
。

彼
の
自
力
に
あ
ら
ず
。
三
に
は
、
非
身
相
應
。
謂
く
山
海
草
木
等
の
類
と
化
し
、
乃
至
虛
空
も
亦
音
聲
を
出い

だ
し
て
大
法
等
を
說
く
。
是
の
如
く
を
皆
變
化
の
語
業
と
名
く
。
心
化
に
は
唯
二
有
り
。
一
に
は
自
身
相
應
。

謂
く
自
身
上
に
種
々
の
心
及
び
心
法
影
像
差
別
を
化
現
す
。
二
に
は
他
身
相
應
。
謂
く
他
心
を
し
て
亦
種
々

の
心
及
び
心
法
影
像
差
別
を
現
ぜ
し
む
。
此
れ
並
に
相
分
に
し
て
見
分
の
現
ず
る
に
似
れ
り
。
有
義
は
定
力

能
く
自
心
非
分
の
法
を
解
せ
し
む
。
自
心
の
化
と
名
け
、
有
情
に
加
被
す
。
愚
昧
の
者
を
し
て
深
細
の
法
を

解
せ
し
む
。
失
念
の
者
を
し
て
正
憶
念
を
得
せ
し
む
。
他
心
を
化
と
名
く
」
と
。

　
私８
・
０に
云
く
、
凡
そ
本
生
紀
伝
等
を
披
く
に
、
或
い
は
草
禽
獣
人
語
を
出
だ
す
ヿ
あ
り
、
或
い
は
水
聲
風
音

を
聞
い
て
道
を
悟
る
有
り
。
或
い
は
頑
惡
は
心
を
變
じ
善
に
移
り
時
有
っ
て
上
智
を
發
す
。
或
い
は
言
語
起

居
甚
非
分
を
作な

す
。
予 

是
の
如
き
の
事
に
於
て
頗
る
疑
怪
を
爲
し
、
今▲
８

『
佛
地
経
論
』
を
披
き
て
、
明
ら

か
に
知
る
、
皆
是
れ
佛
化
の
利
物
な
り
と
。
倩
つ
ら
つ
ら

上
の
諸
文
を
按
ず
る
に
、
智
の
言
は
則
ち
権
智
・
實
智
・

俗
智・眞
智
な
り
。
乃
至 

黒
白
を
分
か
つ
、
甘
酢
を
知
る
も
、
皆
是
れ
佛
恩
な
り
。
行
を
言
へ
ば
則
ち
世
間・
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出
世
の
一
切
の
善
業 

乃
至  

低
頭
舉
手
善
毛
髪
の
微
福
又
眼
の
見
、
耳
の
聽
、
手
の
握
、
足
の
踏 

乃
至 

瘖

唖
の
指
麾
す
る
も
、
亦
皆
佛
恩
な
り
。
又ま
　
た復
日
月
上
に
臨
み
山
海
下
に
應
じ
、
櫻
梅
春
を
告
げ
蘭
菊
秋
を
呈

し
、
水
の
流
れ
地
の
持た
も

ち
、
絲
竹
音
を
吐
き
、
金
玉
世
を
資
け
、
百
藥
痾
を
治
し
、
五
穀
命
を
續
け
、
一
縷

を
桑く
わ
と得
り
、
一
粒
は
寒
を
防
ぎ
飢
え
を
補
う
に
耕
し
獲
る
。
乾
坤
依
正
、
芥
子
の
樂
に
し
て
、
自
他
朝
夕
支

身
の
事
、
悉
く
皆
他
力
な
り
。
悉
く
皆
佛
恩
な
り
と
。

○８
・
１『
心
地
觀
經
』
三
に
云
く
、「
我
が
所
說
の
四
恩
の
義
の
如
し
。
是
れ
を
能
く
世
間
を
造
る
因
と
名
く
。

一
切
萬
物
是
れ
よ
り
生
ず
。
若
し
四
恩
を
離
れ
て
は
得
る
べ
か
ら
ず
」
と
。
○８
・
２『

自
鏡
録▽
９

』
に
懐
信
法
師
の

云
く
、「
六
尺
の
躯
を
長
じ
百
年
の
命
を
全
う
す
る
者
、
是
れ
誰
か
致
す
所
あ
ら
ん
や
。
則
ち
我
が
本
師
の

願
力
な
り
。
予
、
且よ
う
やく
約
か
に
五
十
の
年
を
計
る
に
、
朝
中
の
飲
食
に
葢け
だ

し
三
百
餘
硯
を
費
や
し
て
お
る
が

ね
。
寒
暑
の
衣
藥
は
蓋
し
二
十
餘
萬
を
費
や
す
と
な
ぁ
。
或
い
は
復
、
無
明
暗
起
と
邪
見
横
に
生
じ
、
非
法

に
棄
て
、
用
い
、
非
時
に
飲
噉
す
。
費
す
る
所
、
又
量
り
難
き
こ
と
よ
。
此
れ
皆
他
力
よ
り
出い
で

て
、
我
用
を

資
成
す
」
と
。
廣
說 

誠
に
そ
れ
、
假た
　
と令
ひ
足
を
乾
坤
の
外
に
下
ろ
す
の
地
有
り
と
雖
も
、
必
ず
身
を
佛
恩
之
外
に
安
ず
る
の
處
無
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し
。
始
世
以
來
正
に
常
に
然し
か

な
り
。
呼あ
あ

、
廣
大
の
恩
徳
海
、
實
に
其
の
際
無
し
。
天
台
は
恒
沙
の
身
命
を
捨

つ
と
も
一
端
を
も
報
じ
難
し
と
云
へ
り
。
我
ら
未
だ
一
身
を
捨
て
ず
。
哀
れ
む
べ
し
、
慙
ず
べ
し
。
殊
に
痛

む
べ
し
と
な
り
。
願
う
。
一
切
男
女
貴
賤
、
佛
の
慈
恩
を
遺わ
す

る
る
こ
と
勿
れ
と
、
よ
。

三
に
依
教
起
行
と
は
、
一
切
の
修
行
は
教
え
に
由
ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
發
心
修
行
更
に
自▲
９

力
に
非
ず
。
教
誨

の
慈
恩
を
稱
し
て
他
力
と
名
く
。
○９
・
１『
心
地
觀
經
』三
に
云
く
、「
一
切
菩
薩
勝
道
を
修
す
る
に
、四
種
の
法
に
、

善
友
に
親
近
す
る
こ
と
を
要
す
る
を
當
に
知
る
べ
し
。
第
一
に
聴
聞
正
法
と
爲
す
。
第
二
に
如
理
思
量
と
爲

す
。
第
三
に
如
法
修
証
と
爲
す
。
第
四
に
十
方
一
切
の
大
聖
是
の
四
法
を
修
し
て
菩
提
を
証
す
と
な
り
」と
。

○９
・
２『
大
集
』
の
十
一
、『
涅
槃
』
の
二
十
三
、『
華
嚴
』
の
行
願
品
等
に
、
廣
く
之
れ
を
說
く
、
と
。
○９
・
３『
涅

槃
經
』
の
三
十
二
に
云
く
、「
一
切
の
梵
行
は
、
善
知
識
を
因
と
爲
す
。
一
切
梵
行
の
因
無
量
な
り
と
雖
も
、

善
知
識
を
說
け
ば
則
ち
已
に
攝
盡
す
」
と
。
○９
・
４

是
れ
を
以
て
和
尚
の
『
法
事
讃
』
に
云
く
、「
釋
迦
佛
の
開

悟
の
因
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
彌
陀
の
名
願
、
い
ず
れ
の
時
に
か
聞
か
ん
」
と
。
○９
・
５

又
云
く
、「
仰
ぎ
惟
お
も
ん
みれ
ば
、

大
悲
の
恩
重
く
し
て
等
し
く
身
田
を
潤
す
。
智
慧
冥は
る
かに
加
し
て
道
芽
増
長
す
。
慈
悲
方
便
視
教
隨
宜
に
し
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て
彌
陀
を
念
ぜ
し
め
、
淨
土
に
帰
せ
し
む
」
と
。
○９
・
６

又
云
く
、「
四
十
八
願
慇
懃
に
喚
び
た
ま
ふ
。
佛
の
願

力
に
乗
じ
て
西▽
１
０

方
に
往
け
り
」
と
。
○
１
０
・
１『
般
舟
讃
』
に
云
く
、「
敬
い
て
一
切
往
生
の
知
識
等
に
白ま
ふ

す
。
大

い
に
須
す
べ
か
らく
慙
愧
す
べ
し
。
釋
迦
如
來
實
に
是
れ
慈
悲
の
父
母
な
り
。
種
々
に
方
便
し
て
我
ら
が
無
上
の
信

心
を
發
起
せ
し
む
。
乃十
八
文
字至　

若
し
能
く
教
に
依
っ
て
修
行
す
る
者
は
、
則
ち
門
々
に
見
佛
し
て
淨
土
に
得
生

す
」と
。
○
１
０
・
２

又
云
く
、「
曠
劫
よ
り
已こ
の
か
た來
、苦
海
に
沈
み
西
方
要
法
を
未
だ
曾
て
聞
か
ず
」と
。
○
１
０
・
３

又
云
く
、「
娑

婆
長
劫
の
苦
を
免
れ
得
る
は
、
特こ
と

に
知
識
釋
迦
の
恩
を
蒙
る
に
よ
る
」
と
。
○
１
０
・
４

又
云
く
、
若
し
知
識
佛
を

稱
す
る
こ
と
教
え
る
こ
と
非
ず
ん
ば
、
如
何
し
て
彌
陀
國
に
入
る
こ
と
を
得
ん
や
」
と
。
○
１
０
・
５

又
云
く
、「
若

し
釋
迦
勧
め
て
念
佛
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
彌
陀
淨
土
何
に
由
っ
て
か
見
奉
ら
ん
。
心
念
に
香
華
遍
く
供
養

し
、
長
時
長
劫
に
慈
恩
を
報
ぜ
ん
」
と
。
○
１
０
・
６『

玄
義
分
』
に
云
く
、「
仰
い
で
惟
お
も
ん
みれ

ば
釋
迦
は
此
の
方
よ

り
發
遣
し
、彌
陀
は
即
ち
彼
の
國
よ
り
來
迎
し
た
ま
ふ
。彼か
し
こに

喚よ
ば

ひ
此
に
遣
は
す
。豈あ

に

、去ゆ

か
ざ
る
べ
け
ん
や
」

と
。
○
１
０
・
７『
散
善
義
』
に
云
く
、「
仰
い
で
釋
迦
發
遣
し
て
西
方
に
指
向
し
た
ま
ふ
ヿ
を
蒙
り
、
又
、
彌
陀
悲

心
を
以
て
招
喚
し
た
ま
ふ
に
藉よ
り

て
、今い
ま

、二
尊
の

意
▲
１
０
お
ん
こ
こ
ろに
信
順
す
。
乃十
文
字至 

彼
の
願
力
の
道
に
乗
る
」
等
と
。

○
私
に
云
く
、
思
修
智
慧
は
聞
を
自
ず
か
ら
成
じ
、
聖
徳
の
証
果
は
聞
を
始
め
と
し
て
三
種
の
知
識
を
得
た
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ま
へ
り
。
教
授
の
恩
を
以
て
最
も
重
し
と
爲
す
。

　
是
の
『１
０
・
８大
集
』
の
堅
護
分
五
を
以
て
云
く
、「
其
の
求
法
の
者
を
ば
、
法
師
に
承
事
す
。
乃十
二
文
字至　
奴
の
主

に
隨
ふ
如
き
は
、
臣
の
君
に
事つ
か

ふ
る
が
如
し
。
亦
而し
か

な
り
」
と
。
○
１
０
・
９

亦
云
く
、「
善
知
識
に
於
て
諸
佛
の

想
を
起
し
、
菩
薩
の
處
に
於
て
乖
離
を
念
ぜ
ず
」
と
。
○
１
０
・
１
０

亦
云
く
、「
法
師
の
所
に
於
て
常
に
隨
喜
し
尊

重
恭
敬
す
る
ヿ
、
如
來
に
等
し
く
す
べ
し
」
と
。
○
１
０
・
１
１『
大
集
經
』
第
十
五◯

に
云
く
、
和
尚
阿
闍
梨
の
所
に

於
て
憍
慢
心
無
く
、
尊
重
給
侍
す
る
ヿ
修
す
。
如
法
に
教
誨
し
拒
逆
の
所
無
き
ヿ
を
修
す
。
說
法
人
の
所
に

於
て
世
尊
の
想
い
を
生
じ
、其
の
短
を
求
め
ざ
る
ヿ
を
修
す
」と
。
○
１
０
・
１
２『

十
住
毘
婆
沙
論
』の
四
に
云
く
、「
問

て
曰
く
、
何
ら
の
法
か
菩
提
心
を
失
す
や
」。
答
て
曰
く
、「
四
法
有
り
て
菩
提
心
を
失
す
。
一
に
は
法
を
敬

重
せ
ず
、
二
に
は
憍
慢
心
あ
り
。
三
に
は
妄
語
に
し
て
實
無
し
。
四
に
は
知
識
を
敬
は
ず
。
是
の
四
法
あ
る

者▽
１
１は
、
若
し
は
今
世
の
死
の
時
、
若
し
く
は
次
の
後
世
に
於
て
、
則
ち
菩
提
心
を
忘
失
す
」
と
。

○１
１
・
１

私
に
云
く
、
教
授
の
恩
重
し
と
雖
も
、
此
の
恩
一
切
に
通
じ
て
未
だ
他
力
の
回
施
と
爲
る
に
足
ら
ず
。

大
乗
小
乗
顕
密
の
行
者
、
何
の
慈
海
に
預
か
ら
ず
誰
か
此
恩
を
蒙
ら
ざ
る
や
。
通
別
淺
深
學
者
、
之
れ
を
辨

ず
べ
き
な
り
。
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四
に
慈
善
根
力
は
、『１
１
・
２
涅
槃
經●

』
十
四
に
八
證
を
說
く
。
是
れ
一
に
は
醉
象
を
伏
す
。
二
に
は
力
士
を
下
す
。

三
に
は
盧る

至し

を
化
す
。
四
に
は
女
人
を
度
す
。
五
に
は
割
瘡
を
塗
る
。
六
に
は
調
達
を
摩
す
。
七
に
は
群
賊

を
救
う
。
八
に
は
釋
女
を
醫
す
な
り
」。
彼１
１
・
３の
文
に
云
く
、「
復
次
に
波
羅
奈
城
に
優
婆
夷
有
り
。
名
け
て
摩

訶
斯
那
達
多
と
名
く
。
已
に
過
去
の
無
量
光
佛
に
於
て
諸
の
善
根
を
種う

ゑ
た
り
き
。
是
の
摩
訶
斯
那
、
夏
の

九
十
日
衆
僧
を
屈
請
し
て
醫
藥
を
施
し
奉
る
。
是
の
と
き
、
衆
中
に
一ひ
と
りの
比
丘
有
り
。
身
は
重
病
に
嬰か
か

り
、

良
醫
之
れ
を
診
る
。
當
に
肉
藥
を
須
も
ち
い
るべ
し
。
若
し
肉
を
得
ば
病▲
１
１

則
ち
除
く
べ
し
。
若
し
肉
を
得
ざ
れ
ば
、

命
全
う
な
ら
ず
。
時
に
優
婆
夷
、
醫
の
此
の
言
を
聞
い
て
、
尋
ね
て
黄
金
を
持
て
遍
く
市
里
に
至
て
是
の
如

き
言
を
唱
う
。
誰
か
肉
を
賣
る
も
の
有
ら
ん
。
我
、
之
れ
を
買
わ
ん
と
欲
す
。
若
し
肉
あ
る
者
、
當
に
金
と

等
し
く
す
べ
し
。
城
市
悉
く
周
遍
す
る
に
得
る
ヿ
能
は
ず
。
是
こ
に
優
婆
夷
尋す
な
はち

自
ら
刀
を
取
り
て
そ
の

股
の
肉
を
割
き
て
、
切
て
以
て
羮な
ま
すと
爲
し
種
々
の
香
を
下
し
て
病
比
丘
に
施
す
。
比
丘
、
服
し
已お
わ

り
て
病
即

ち
癒ゐ

る
ヿ
を
得
た
り
。
優
婆
夷
、
瘡
き
り
き
ずを
患
い
苦
惱
し
、
堪
忍
す
る
ヿ
能
は
ず
。
即
ち
聲
を
發
し
て
言
は
く
、

南
無
佛
陀
南
無
佛
陀
と
。
我
、
そ
の
時
に
於
て
王
舎
城
に
在
り
。
其
の
音
聲
を
聞
い
て
是
れ
女
人
に
於
い
て
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大
慈
悲
心
を
起
す
。
是
の
女
、
尋す
な
はち
我
、
良
藥
を
持
ち
て
其
の
瘡
の
上
に
塗
る
を
見
る
。
還
復
し
て
本も
と

の
如

く
に
我
即
ち
爲
に
種
々
の
妙
法
說
く
。
法
を
聞
き
歓
喜
し
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
發
す
。
善
男
子
、

我
而そ
の

時
に
於
て
實
に
波
羅
奈
城
に
往
至
し
て
、
藥
を
持
て
彼
の
優
婆
夷
が
身
に
塗
ら
ず
。
善
男
子
、
當
に
知

る
べ
し
。
皆
是
れ
慈
善▽
１
２

根
の
力
、
彼
の
女
人
を
し
て
是
く
の
如
き
の
事
を
見
せ
し
む
。
復
次
に
、
善
男
子
、

調
達
惡
人
は
貪
し
て
足
る
ヿ
を
知
ら
ず
、
多
く
酥
を
服
す
る
が
故
に
、
頭
痛
に
腹
満
ち
大
苦
惱
を
受
け
、
堪

忍
す
る
ヿ
能
は
ず
。
是
苦
の
言
を
發
す
。
南
無
佛
陀
南
無
佛
陀
と
。
我
時
に
優
禪
尼
城
に
住
在
せ
り
。
其
の

音
聲
を
聞
い
て
即
ち
慈
心
を
生
ず
。
而
の
時
に
調
達
尋す
な
はち

我
其
の
所
に
往
至
し
て
、
手
を
も
っ
て
頭
・
腹

を
摩な

ぜ
、
盥
湯
を
授
與
す
る
を
見
る
。
而
し
て
之
れ
を
服
し
め
て
服
し
已
り
て
平
復
す
。
善
男
子
。
當
に
し

る
べ
し
。
皆
是
れ
慈
善
根
の
力
、
提
婆
達
に
是か
く

の
如
き
の
事
を
見
せ
し
む
。
復
次
に
善
男
子
、
憍
薩
羅
國
に

諸
の
群
賊
其
の
数
五
百
に
群
有
り
。
黨
抄（
 
？
 
）劫
し
て
害
を
爲
す
ヿ
滋
く
し
て
甚
だ
し
。
波
斯
匿
王
、
其
の
縱
暴

を
患
い
兵
を
遣
わ
し
て
伺さ
ぐ
り
と捕
り
、
得
已
り
て
眼
を
挑く
く

れ
り
。
逐
っ
て
黒
暗
叢
林
の
下
に
著
く
。
是
れ
を
諸　
々

の

群
賊
已
に
先
佛
に
於
て
衆　
々

の
徳
本
を
植
え
き
。
既
に
目
を
失
い
已お
は

り
て
大
苦
惱
を
受
く
。
各　
　
々

是
の
言
を
作な

さ
く
「
南
無
佛
陀
南
無
佛
陀
。
我
ら
今
は
救
護
す
る
も
の
有▲
１
２る
こ
と
無
し
。
啼
哭
號
咷
す
」。
我
、
時
に
祇
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洹
精
舎
に
住
在
せ
り
。
そ
の
音
聲
を
聞
き
、
即
ち
慈
心
を
生
ず
。
時
に
涼
風
有
り
、
香
山
の
中
の
種
々
香
藥

を
吹
い
て
其
の
眼ま
な
か
ぶ
ら眶
に
満
つ
。
尋
ち
還
り
て
眼
を
得
る
ヿ
本も
と

の
如
く
に
し
て
異
な
ら
ず
。
諸
の
賊
、
眼
を
開

く
に
即
ち
如
來
其
の
前
に
住
立
し
た
ま
ふ
を
見
る
。
而
し
て
爲
に
說
法
し
た
ま
ひ
て
、
賊
、
法
を
聞
い
て
已

に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
發
す
。
善
男
子
、
我
、
而
の
時
に
於
て
實
に
風
を
作な

し
て
香
山
の
中
の
種
々

の
香
藥
を
吹
い
て
、
其
の
人
の
前
に
住
し
て
、
爲
に
法
を
說
か
ず
。
善
男
子
、
當
に
知
る
べ
し
。
皆
是
れ
慈

善
根
の
力
、
彼
の
群
賊
を
し
て
、
是
く
の
如
き
の
事
を
見
せ
し
む
」
と
。
○
１
２
・
１

又
云
く
、「
善
男
子
、
我
の

說
く
是
の
慈
に
無
量
の
門
有
り
。
謂
は
ゆ
る
神
通
な
り
」
と
。

私１
２
・
２に
云
く
、
諸
佛
諸
菩
薩
は
衆
生
を
成
就
し
た
ま
ふ
。
種
々
の
力
を
以
て
す
。『
大
經
』
に
因
力
・
縁
力
・

意
力
・
願
力
・
方
便
之
力
・
常
力
・
善
力
・
定
力
・
慧
力
・
多
聞
力
・
波
羅
蜜
力
・
正
念
力
・
正
觀
力
・
通

明
力
・
調
伏
力　
乃▽
１
３

至 

回
向
力
等
、
恒
に
衆
生
を
利
し
、
是
く
の
如
く
の
力
、
若
し
利
樂
せ
ず
ん
ば
何
を

名
け
て
力
と
爲
さ
ん
。

○１
３
・
１『
十
住
毘
婆
沙
』
十
一
に
云
く
、「
力
は
、扶
助
に
名
く
」
と
。
○
１
３
・
２『
觀
經
疏
』
の
定
善
義
に
云
く
、「
如

意
と
言
う
は
二
種
あ
り
。
一
は
衆
生
の
意
の
如
し
。
彼
の
心
念
に
隨
て
皆
之
れ
を
度
す
べ
し
。
二
は
彌
陀
の



21

意お
ん
こ
こ
ろの
如
し
。
五
眼
圓ま
ど
かに
照
ら
し
六
通
自
在
に
し
て
機
の
度
す
べ
き
者
を
觀み
そ
なは
し
て
、
一
念
の
中
に
前
無

く
後
無
く
心
身
等
し
く
赴
き
、
三
輪
開
悟
し
て
各　
　
々

益
す
る
ヿ
、
同
じ
か
ら
ず
」
と
。

○１
３
・
３

私
に
云
く
、
上
の
如
き
諸
力
、
恒
に
能
く
物
を
利
し
、
佛
力
無
量
な
れ
ど
も
今い
ま

慈
善
根
力
を
取
る
と
之

れ
を
言
う
の
み
。
然
る
に
此
の
義
、
亦
一
切
に
通
じ
、
諸
益
に
亘
る
。
故
に
是
れ
亦
彌
陀
不
共
の
他
力
と
爲

す
べ
か
ら
ず
。
問
う
、
此
の
慈
力
は
但
し
果
人
に
限
る
や
。
答
う
、
知
る
こ
と
難
な
り
。
若
し
觀
音
の
感
應

の
如
く
ん
ば
、
此
の
力
の
所
爲
歟か

。
又
大
善
師
の
如
き
は
、
一
聲
師
の
名
を
稱
す
と
、
群
鹿
空
に
飛
ぶ
。
法

華
師
傳
に
是
れ
慈▲
１
３

悲
三
昧
の
徳
な
り
と
。『
寶
王
論
』
に
見
ゆ
。
然
れ
ば
則
ち
因
地
に
於
て
亦
能
く
慈
力
を

施
す
者
を
や
、
と
。

五
に
諸
佛
願
力
と
は
、
佛
々
の
願
力
、
各
々
冥
加
し
て
開
化
し
利
益
す
。
其
れ
之
の
有
縁
の
衆
生
な
り
。

○１
３
・
４『
六
十
華
嚴
』
十
四◯

に
云
く
、「
菩
薩
不
可
思
議
の
大
願
、
悉
く
皆
一
切
衆
生
を
救
護
す
。
菩
薩
、
此

の
願
を
立
て
已
り
て
三
世
諸
佛
の
廻
向
を
修
學
す
」
と
。
○
１
３
・
５

又
云
く
、「
菩
薩
、
身
口
意
業
の
莊
嚴
を
具

足
し
て
、
莊
嚴
一
切
の
功
徳
を
具
足
す
。
復
、
是
の
念
を
作
し
て
是
の
善
根
廻
向
功
徳
を
以
て
、
一
切
衆
生
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に
、
常
に
諸
佛
を
見
さ
し
む
」
と
。
廣
說　

○
１
３
・
６

又
云
く
、「
大
願
を
捨
て
ず
し
て
、
衆
生
を
救
護
す
」
と
。

○１
３
・
７『
註
論
』
に
云
く
、「
諸
佛
菩
薩
は
身
口
意
の
三
業
を
莊
嚴
し
て
用
い
て
衆
生
虛
誑
の
三
業
を
治
す
な
り
」

と
。
○
１
３
・
８『
八
十
華
嚴
』
廻
向
品
に
云
く
、「
又
、
一
切
衆
生
を
し
て
勝
欲
樂
清
淨
の
心
を
獲
せ
し
め
ん
と
欲お
ぼ

す
」
と
。
故
に
又
、「
一
切
衆
生
を
し
て
善
欲
樂▽
１
４

清
淨
意
を
得
せ
し
め
ん
と
欲
す
が
故
に
」
と
。
又
、「
一

切
衆
生
を
し
て
大
廻
向
を
得
て
、
普
く
一
切
の
諸
の
衆
生
に
覆
い
し
め
ん
と
欲
す
が
故
に
」
と
。
又
１
４
・
１

云
く
、

「
一
切
の
衆
生
を
し
て
廣
大
の
益
を
得
て
、普
く
衆
生
を
益
す
る
。
皆
佛
に
於
て
信
解
を
生
ぜ
し
む
故
に
」と
。

○１
４
・
２『

疏
』
の
二
十
八◯

に
釋
し
て
曰
く
「
菩
薩
悲
智
の
深
妙
を
顯
わ
す
」
と
。
○
１
４
・
３『

四
十
華
嚴
』
の
二
十
七

に
云
く
、「
諸
の
衆
生
の
心
行
不
具
な
る
を
見
て
、
其
れ
を
し
て
皆
清
淨
具
足
す
る
ヿ
を
得
し
む
」
と
。

○１
４
・
４

私
に
云
く
、
諸
佛
の
別
願
具
に
出
す
べ
か
ら
ず
。
且
く
觀
音
に
帰
す
る
が
如
き
危
厄
を
薬
師
を
念
じ
て

免
れ
る
、
病
苦
を
除
く
。
是
れ
各
化
別
願
の
功
、
是
れ
佛
力
な
り
。
其
の
心
を
發
し
、
其
の
行
を
立
て
、
其

の
益
を
得
。
始
終
因
果
皆
其
の
佛
力
な
り
。
一
佛
の
益
に
就
い
て
因
縁
果
の
三
あ
り
。
一
に
因
他
力
と
は
、

因
と
は
心
な
り
。
病
患
の
人
、
薬
師
に
帰
す
る
の
心
を
發
す
。
是
れ
彼
の
佛
願
の
如
く
な
る
ヿ
有
る
を
聞
く

に
由
る
が
故
な
り
。
即
ち
發
心
他
力
な
り
。
二
に
縁
他
力
と
は
、
彼
の
佛
、
其
の
眷
族
の
神▲
１
４

等
を
使
っ
て
、
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其
の
行
者
を
護
る
。
私
に
云
く
、
願
力
を
以
て
恒
に
之
れ
を
住
持
す
。
即
ち
縁
他
力
な
り
。
三
に
果
他
力
と

は
、正
し
く
病
を
除
く
ヿ
を
得
る
。　
乃
至
眞
利
を
得
。
何い
か

に
爲な

れ
ぞ
自
力
な
ら
ん
や
。
即
ち
果
他
力
な
り
。

彌
陀
佛
も
亦
此
の
三
有
る
ヿ
。
因
と
は
往
相
の
信
樂
な
り
。
縁
と
は
攝
生
護
念
等
の
強
縁
な
り
。
果
と
は
往

生
な
り
。
此
の
三
つ
、
皆
願
力
に
依
っ
て
成
得
せ
し
む
も
の
な
り
。
具
に
は
、
下
に
辨
ず
る
が
如
し
。

○１
４
・
５『
華
嚴
經
』七
に
云
く
、風
を
以
て
佛
に
況も
っ
てす
。
謂
く
、風
能
く
不
思
議
廣
大
の
事
を
起
す
。
世
界
を
起
し
、

天
宮
を
持
ち
雲
を
興
し
、
穀
等
を
熟
す
。
量
る
べ
か
ら
ず
。
偈
に
云
く
、「
風
能
く
波
羅
蜜
を
學
す
こ
と
能

は
ざ
る
、
亦
佛
の
諸
功
徳
を
學
ば
ざ
る
す
ら
、
猶
不
可
思
議
の
事
を
成
ず
。
何い
か

に
況
ん
や
諸
願
を
具
足
す
る

者
を
や
」。
又
龍
を
以
て
佛
に
況も
っ
てし
、
天
を
以
て
佛
に
況も
っ
てす
、
と
。
文
廣
き
が
故
に
之
れ
を
略
す
。

六
に
彌
陀
の
別
益
と
は
、
上
來
の
義
皆
他
力
と
名
く
べ
し
と
雖
も
、
亦
猶
自
力
也▽
１
５。
彌
陀
一
佛
の
本
願
念

佛
は
、
是
れ
不
共
の
別
意
、
他
力
の
中
の
他
力
、
大
悲
の
中
の
大
悲
な
り
。
問
て
曰
く
、「
諸
佛
の
願
海
を

按
ず
る
に
、聞
名
不
退
の
願
有
り
、信
心
の
正
因
の
義
あ
り
、称
名
の
願
有
り
、係
念
の
願
有
り
。
隨
て
『
大

經
』
を
披
く
に
、
法
藏
已
然
に
二
百
十
億
の
佛
願
の
中
に
散
っ
て
四
十
八
等
の
願
在
り
。
在
る
を
以
て
の
故
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に
、
見
て
攝
取
す
。
法
藏
比
丘
の
今
日
始
め
て
發
す
る
に
非
ず
。
何
を
以
て
不
共
と
名
け
る
や
」。
答
て
曰

く
、「
爾し
か

な
り
、實
に
知
る
こ
と
難
し
と
爲
す
。
今
試
し
に
二
義
を
以
て
不
共
の
稱
を
成
す
。
一
に
他
力
の
義
、

二
に
横
超
の
義
な
り
。
一
に
他
力
と
は
、
唯
知
る
、
惡
を
作
り
て
出
離
の
縁
有
る
こ
と
無
き
の
機
、
煩
惱
賊

害
の
故
に
、
心
想
羸
劣
の
故
に
、
生
死
甚
厭
い
難
く
佛
法
復
欣
び
難
し
。
此
れ
即
ち
垢
障
覆
い
深
く
て
淨
體

顯
彰
す
る
に
由
し
無
き
所ゆ
え
ん以
な
り
。
然
る
に
今
、
爲
に
他
方
の
凡
聖
類
を
引
く
を
以
て
の
故
に
。
佛
、
此
の

不
思
議
を
現
ず
る
故
に
、
乃い
ま

し
能
く
願▲
１
５

生
の
心
を
發
起
せ
し
む
。
鸞
師
の
謂
う
所
の
草
を
置
き
牛
を
引
く

と
は
、
是
れ
な
り
。
復ま
た

諸
佛
の
願
は
心
を
修
し
行
を
修
す
。
則
ち
願
に
乗
ず
れ
ば
益
を
取
る
。
今
は
則
ち
爾

ら
ず
、
無
善
造
惡
に
し
て
一
善
を
假に
せ

ず
と
も
、
一
念
聞
名
の
時
直
ち
に
不
退
の
益
を
成
ず
。
更
に
機
を
選
ば

ず
還
て
惡
人
を
取
る
。
是
れ
不
共
の
他
力
な
り
。
二
に
横
超
と
は
、垢
障
の
凡
愚
、直
ち
に
報
土
に
入
る
ヿ
、

諸
佛
の
然
ら
ざ
る
所
、
性
相
の
說
か
ざ
る
所
な
り
。
故
に
不
共
な
り
と
云
う
」。
○
１
５
・
１『
論
註
』
に
云
く
、「
因

無
く
し
て
他
の
因
の
有
る
に
は
非
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
○
１
５
・
２

又
云
く
、「
因
淨
な
る
が
故
に
果
亦
淨
な
り
」
と
。

○１
５
・
３

又
云
く
、「
然
る
に
覈ま
こ
とに
其
の
本
を
求
め
れ
ば
、
阿
彌
陀
如
來
を
増
上
縁
と
爲
る
な
り
。
他
利
と
利
他

と
を
談
ず
る
に
左
右
有
り
。
若
し
佛
よ
り
言
は
ば
宜
し
く
利
他
と
言
う
べ
し
。
衆
生
よ
り
言
は
ば
他
利
と
言
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う
べ
し
。
今
将
に
佛
力
を
談
ぜ
ん
と
す
。
是
の
故
に
利
他
を
以
て
之
れ
を
言
う
。
當
に
知
る
べ
し
、
此
の
意

な
り
。
凡
そ
是
れ
彼
の
淨
土
に
生
ず
る
と
及
び
彼
の
菩
薩
人
天
所
起
の
諸
行
は
、
皆
阿
彌
陀
如
來▽
１
６の
本
願

力
に
縁
る
が
故
に
。
何
を
以
て
之
れ
を
言
う
と
な
ら
ば
、
若
し
佛
力
に
非
ず
ん
ば
四
十
八
願
便
す
な
は
ち

是
れ
徒
說

な
ら
ん
」
と
。
○
１
６
・
１

和
尚
の
云
く
、「
自
利
眞
實
は
利
他
眞
實
な
り
」
と
。
云
云　

○
１
６
・
２『
觀
經
』
に
云
く
、「
宿

願
力
の
故
に
憶
想
す
る
ヿ
有
る
者
は
、
必
ず
成
就
す
る
ヿ
を
得
る
」
と
。
○
１
６
・
３『
華
嚴
經
』
六
に
云
く
、「
若

し
一
切
佛
の
爲み
た
めに
護
ら
る
れ
ば
、
則
ち
無
上
菩
提
心
を
生
ず
」
と
。
○
１
６
・
４『
同
經
』
十
に
云
く
、「
若
し
聞
く

ヿ
を
得
る
ヿ
有
る
者
は
當
に
知
る
べ
し
、本
願
力
な
り
。
是
の
如
く
、佛
の
深
法
悉
く
能
く
善
く
受
持
す
」と
。

○１
６
・
５

又
第
一
に
云
く
、「
如
來
能
く
無
量
の
諸
群
生
を
開
道
し
て
、
能
く
悉
く
願
樂
し
て
無
上
道
を
志
求
せ

し
む
」
と
。
○
１
６
・
６『
多
羅
菩
薩
經
』
の
云
く
、「
彼
の
時
、
觀
自
在
微
妙
の
言
音
を
出
だ
し
て
、
金
剛
手
を
驚

覺
し
、秘
密
主
諦
ら
か
に
聽
け
り
。
我
は
無
量
寿
の
誓
願
從よ

り
生
ま
れ
ん
」と
。
○
１
６
・
７『
往
生
論
』に
云
く
、「
如

來
淨
華
の
衆
は
、正
覺
の
華
よ
り
化
生
す
」
と
。
○
１
６
・
８

又
云
く
、「
天
人
不
動
の
衆
は
、清
淨
の
智
海
よ
り
生
ず
」

と
。
○
１
６
・
９『
五
會
讃
』
に
云
く
、「
彌
陀
の
願
行
廣
く
し
て
邊ほ
と
り

無
し
。
群▲
１
６

生
を
普
く
悉
く
憐
れ
み
悲
濟
す
」
と
。

○１
６
・
１
０『
觀
經
』
に
云
く
、「
諸
佛
如
來
は
是
れ
法
界
身
に
し
て
、
一
切
衆
生
の
心
想
中
に
入
り
た
ま
ふ
」
と
。
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○１
６
・
１
１『
願
行
品
』
三
十
九
に
云
く
、「
佛
智
廣
大
に
し
て
虛
空
に
同
じ
。
普
く
一
切
衆
生
の
心
に
遍あ
ま
ねし
」
と
。

○１
６
・
１
２『
出
現
品
』
に
云
く
、「
譬
ば
大
海
の
其
の
水
潜ひ
そ

か
に
四
天
下
の
地
及
び
八
十
億
の
諸
の
小
洲
の
中
に

流
れ
、
穿せ
ん
ざ
く鑿
す
る
ヿ
有
れ
ば
、
水
を
得
ざ
る
ヿ
な
し
。
而し
か

る
に
彼
の
大
海
、
分
別
を
作
す
こ
と
せ
ず
、
我
、

水
を
出
だ
す
、
と
。
佛
智
の
海
水
亦ま
た復
是
の
如
く
一
切
衆
生
の
心
中
に
流
入
す
。
若
し
諸
衆
生
、
境
界
を
觀

察
し
法
門
を
修
習
す
る
と
き
、
則
ち
智
慧
を
得
て
清
淨
明
了
す
。
而
る
に
如
來
智
は
平
等
無
二
に
し
て
、
分

別
有
る
ヿ
無
し
。
但た
だ

衆
生
の
心
行
に
隨
っ
て
所
得
の
智
慧
各
々
に
し
て
不
同
な
り
」
と
。
○
１
６
・
１
３『
涅
槃
經
』

三
十
に
云
く
、「
世
間
は
皆
無
明
の
殻
に
處
し
て
、
智ち

觜す
い

の
能
く
之
れ
を
破
る
ヿ
有
る
ヿ
無
し
。
如
來
の
智ち

觜す
い

の
み
能
く
沮そ

壞か
い

す
。
故
に
名
け
て
最
太
子
と
爲
す
」
と
。
○
１
６
・
１
４『
大
集
經
』
一
に
云
く
、「
一
に
は
、
無

明
を
遠
離
す
。
二▽
１
７に
は
無
明
の
殻
を
破
る
。
三
に
は
大
光
明
を
作
す
」
と
。

○
私
に
問
て
曰
く
、
智
遍
法
界
は
諸
の
報
佛
に
通
ず
。
何
し
て
今
、
別
し
て
彌
陀
一
佛
に
約
す
る
や
。
答
て

曰
く
、
既
に
諸
佛
に
通
ず
れ
ば
彌
陀
何
ぞ
外
な
ら
ん
や
。
通
は
能
く
別
を
成
ず
。
別
は
通
を
成
ら
ず
。
彌
陀

の
智
願
海
は
悉
く
十
方
に
濳
流
し
て
、
穿せ
ん

鑿ざ
く

す
る
ヿ
有
る
時
は
、
則
ち
清
淨
信
心
の
智
水
を
得
。
穿
鑿
す
る

ヿ
も
自
力
に
非
ず
。
還
り
て
佛
智
の
所
爲
な
り
。
如
來
の
智ち

觜す
い

能
く
沮そ

壞か
い

す
と
は
即
ち
是
れ
な
り
。
佛
智
能
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く
佛
智
を
得
し
む
。
能
所
共
に
他
力
な
り
。
往
相
願
力
利
他
廻
向
を
掲
げ
ん
。
知
る
べ
し
。
復
試
し
に
四
句

を
作
り
て
起
盡
を
料
簡
す
。
一
に
自
心
他
發
。
謂
く
他
人
自
心
を
發
せ
し
む
。
鐘
の
撥ば
ち

に
依
っ
て
聲
を
起
す

が
如
し
。
二
に
他
心
自
發
。
謂
く
自み
づ
から
他
意
を
修
習
す
。
唇
を
窄す
ぼ

め
て
笛
音
を
作
す
が
如
し
。
三
に
自
心
自

發
。
謂
く
識
情
の
思
慮
、
聲
に
任
せ
て
獨ひ
と

り
謳う
た

ふ
が
如
し
。
四
に
他
心
他
發
。
謂
く
力
を
與
へ
て
非
分
の
智

を
得
し
め
、
手
を
採
り
て
鼓
を
撃う

た
し
め
る
が
ご
と
し
。
彌
陀
の
他▲
１
７

力
、
正
に
此
の
意
な
り
。
上
に
引
く

所
は
佛
の
持
論
な
り
。
心
化
、
又
廻
向
品
の
分
、
即
ち
此
の
意
な
り
。

○１
７
・
１『

華
嚴
』
第
一
の
偈
に
云
く
。「
如
來
能
く
善
く
無
量
の
群
生
を
開
導
し
て
、
能
く
悉
く
願
樂
し
て
無

上
道
を
志し

求ぐ

せ
し
む
」
と
。
○
１
７
・
２

抑そ
も
そ
も、
狐
㹨い
た
ち、
人に
ん

民み
ん

を
惑
は
し
て
狐
鳴
を
作
す
。
心
行
所
作
、
皆
狐
の
所

爲
な
り
。
彌
陀
衆
生
を
化
す
る
に
念
佛
を
修
す
。
心
行
所
作
、
皆
佛
の
所
爲
な
り
。
信
を
名
け
て
佛
智
と
爲

す
。
亦
他
力
發
起
と
言
う
は
、
即
ち
此
の
義
な
り
。
○
１
７
・
３『
華
嚴
經
』
の
三
十
六
に
云
く
、「
譬
へ
ば
木
人
の

若
し
機
関
無
け
れ
ば
、身
即
ち
離
散
す
。
支
分
を
具
す
と
雖
も
運
動
す
る
ヿ
能
は
ざ
る
が
如
し
。
云
云　

」と
。

第
二
に
廣
く
慈
悲
を
釋
す
。
初
め
に
慈
悲
の
體
を
明
か
し
、
次
に
慈
悲
の
深
き
ヿ
を
示
し
、
後
に
苦
行
の
甚
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だ
し
き
ヿ
を
嘆
ず
。
然
る
に
そ
の
文
紛
列
に
し
て
、
科
を
亂
る
。
應
に
隨
ひ
て
見
る
べ
し
。
○
１
７
・
４『
論
註下
巻

』

に
云
く
、「
苦
を
抜
く
を
慈
と
曰
ひ
、
樂
を
與
へ
る
を
悲
と
曰
う
」
と
。
○
１
７
・
５『
法
界
次
第
』
上
に
云
く
、「
他

に
樂
を
與
へ
る
の
心
、之
れ
を
名▽
１
８け
て
慈
と
爲
す
。
他
の
苦
を
抜
く
の
心
、之
れ
を
名
け
て
悲
と
爲
す
」
と
。

○１
８
・
１『
要
法
文
』
の
上
に
云
く
、「
慈
は
樂
を
得
し
む
。
悲
は
苦
を
離
れ
し
む
」
と
。
○
１
８
・
２『
名
義
集
』
四
に

云
く
、「
慈
を
愛
念
に
名
く
。
悲
を
愍
傷
と
曰
う
」
と
。
○
１
８
・
３『
佛
地
經◯

論
』
の
五
に
云
く
、「
與
樂
抜
苦
の

行
相
に
異
有
れ
ど
も
、慈
は
是
れ
無
瞋
、悲
は
是
れ
不
害
。
慈
は
無
樂
を
縁
じ
て
其
の
樂
を
與
へ
ん
と
欲
す
。

悲
は
有
苦
を
縁
じ
て
其
の
苦
を
抜
か
ん
と
欲
す
」
と
。
○
１
８
・
４『

涅
槃
經
』
十
四
に
云
く
、「
恚い

に
二
種
有
り
。

一
に
能
く
命
を
奪
う
。
二
に
鞭
撻
す
。
慈
を
修
す
れ
ば
則
ち
能
く
彼
の
奪
命
を
斷
ず
。
悲
を
修
す
れ
ば
則
ち

能
く
彼
の
鞭
撻
を
除
く
。乃十

四
文
字至　

瞋
に
二
種
有
り
。一
に
は
衆
生
を
瞋
り
、二
に
は
衆
生
に
あ
ら
ざ
る
を
瞋
る
。

慈
心
を
修
す
れ
ば
瞋
衆
生
を
斷
ず
。
悲
心
を
修
す
れ
ば
非
衆
生
を
斷
ず
」
と
。
○
１
８
・
５

又
云
く
、「
慈
に
三
縁

有
り
。
一
に
は
衆
生
縁
、
二
に
は
法
を
縁
と
し
、
三
に
は
、
則
ち
無
縁
。
乃二
十
文
字至　

衆
生
縁
と
は
五
陰
に
於
て

縁
じ
、
其
の
樂
を
與
え
ん
ヿ
を
願
ず
。
是
れ
を
衆
生
縁
と
名
く
。
法
縁
と
は
、
諸
の
衆
生
の
所
須
の
物
を
縁

じ
て
之
れ
を
施
與
す
。
是
れ
を
法
縁▲
１
８と
名
く
。
無
縁
と
は
、
如
來
を
縁
と
す
。
是
れ
を
無
縁
と
名
く
。
慈
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と
は
、
多
く
の
貧
窮
の
衆
生
を
縁
と
す
。
如
來
大
師
は
永
く
貧
窮
を
離
れ
、
第
一
の
樂
を
受
く
。
若
し
衆
生

を
縁
ず
る
時
は
則
ち
佛
を
縁
ぜ
ず
。
法
も
亦
是
の
如
し
。
此
の
義
を
以
て
の
故
に
、
如
來
を
縁
ず
る
者
を
名

け
て
無
縁
と
曰
う
。
世
尊
、
慈
の
所
縁
は
一
切
衆
生
に
父
母
妻
子
親
屬
を
縁
ず
る
が
如
し
。
此
の
義
を
以
て

の
故
に
衆
生
縁
と
名
く
。
法
縁
と
は
父
母
妻
子
親
屬
を
見
ず
。
一
切
の
法
は
皆
是
れ
縁
よ
り
生
ず
。
是
れ
を

法
縁
と
名
く
。
無
縁
と
は
、
法
相
及
び
衆
生
相
に
住
せ
ず
。
是
れ
を
無
縁
と
名
く
」
と
。
○
１
８
・
６『
註
論
』
に

云
く
、「
慈
悲
に
三
義
有
り
。
一
は
衆
生
縁
、
是
れ
小
悲
な
り
。
二
は
法
縁
、
是
れ
中
悲
な
り
。
三
は
無
縁
、

是
れ
大
悲
な
り
。
大
悲
は
即
ち
出
世
の
善
な
り
」と
。
○
１
８
・
７『

觀
經
淨
影
の
疏
』に
云
く
、「
慈
悲
心
に
大
有
り
、

小
有
り
。
攀は
ん
え
ん縁
分
別
す
る
、之
れ
名
け
て
を
小
と
爲
す
。
心
想
都す
べ
て

滅
し
て
、衆
生
に
於
て
分
別
す
る
所
な
く
、

自
然
に
現
益
す
。
之
れ
を
目な
づ

け
て
大
と
爲
す
。
小▽
１
９の
中
に
三
有
り
。
一
に
衆
生
縁
。
諸
の
衆
生
を
縁
じ
て
其

の
樂
を
與
へ
ん
と
欲お
ぼ

し
、其
の
苦
を
抜
か
ん
と
欲
す
。
二
は
法
縁
。
諸
の
衆
生
を
觀
じ
て
、我
無
く
人
無
し
。

但た
だ

五
陰
消
滅
し
法
數
の
み
有
り
と
。
而
も
慈
悲
を
行
ず
。
我
無
く
、人
無
く
ん
ば
、云
何
が
慈
を
行
ぜ
ん
。『
維

摩
』
に
說
く
が
如
く
、
自
づ
か
ら
生
の
爲
に
斯
の
如
き
の
法
を
說
か
ん
と
念
ず
。
故
に
名
け
て
慈
と
爲
す
。

又
念
ず
ら
く
、
衆
生
妄
り
に
我
人
の
爲
に
纏て
ん
ば
く縛
せ
ら
る
。
深
く
哀
傷
す
べ
き
が
故
に
、
慈
悲
を
行
ず
。
旣
に



30

衆
生
無
し
、
誰
の
爲
に
か
法
を
說
か
ん
と
。
誰
か
我
の
爲
に
纏
縛
せ
ら
れ
し
め
ん
。『
經
』
に
無
と
言
う
は
、

但た
だ

人
性
無
き
な
り
。
幻
化
假
名
の
衆
生
無
き
に
非
ず
。
故
に
、
爲
に
之
れ
を
念
じ
て
縛
を
被
る
と
說
く
こ
と

を
得
。
三
に
は
無
縁
。
陰
は
空
寂
の
本
、
所あ
ら
ゆ
る
こ
と有
無
し
と
觀
じ
て
、
慈
悲
を
行
ず
。
法
、
旣
に
有
ら
ず
、

云い
か
ん
が何
慈
を
行
ず
や
。
亦
両
義
有
り
。
一
に
は
生
の
為
に
斯
く
の
如
き
の
法
を
說
く
と
念
ず
、
即
ち
是
れ
第
一

義
な
り
。
樂
を
人
に
與
へ
る
が
故
に
名
け
て
慈
と
爲
す
。
二
に
は
、
衆
生
を
妄
り
に
有
法
の
爲
に
纏
縛
せ
ら

る
と
念
じ
て
、
深
く
哀
傷
す
べ
き
が
故
に
慈
悲
を
行
ず
。
法
、
旣
に
有
ら
ず
。
何い
づ

く
の
處▲
１
９に
か
人
有
っ
て
爲

に
說
く
や
。
釋
し
て
言
く
、
彼
の
菩
薩
の
自
心
に
據
っ
て
は
實
に
人
を
見
ず
、
亦
法
を
見
ず
。
故
に
說
く
所

無
し
。
人
を
見
ざ
る
が
故
に
爲
に
說
く
べ
き
ヿ
無
し
。
故
に
『
經
』
の
說
き
て
言
く
、
平
等
法
界
に
は
佛
、

生
を
度
さ
ず
。
彼
の
衆
生
を
以
て
菩
薩
を
望
む
る
に
、
衆
生
の
外
に
於
て
別
に
菩
薩
有
り
。
彼
の
菩
薩
、
人

法
無
し
と
說
く
を
聞
き
て
、
妄
を
捨
て
實
に
契け
い

す
な
り
。
其
の
所
得
に
同
じ
く
す
る
を
便
ち
菩
薩
、
生
の
爲

に
法
を
說
く
と
言
う
。
故
に
、『
經
』
に
說
い
て
言
く
、衆
生
を
強
い
て
分
別
し
て
佛
、衆
生
を
度
す
と
說
く
。

此
れ
前
の
三
種
縁
觀
を
修
習
す
る
を
通
じ
て
名
け
て
小
と
爲
す
。大
無
量
心
に
亦
三
種
有
り
。一
に
衆
生
縁
。

無
心
に
一
切
衆
生
を
攀
縁
し
て
、
衆
生
に
於
い
て
自
然
に
現
益
す
。
故
に
『
涅
槃
』
に
云
う
、
我
實
に
往
か
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ず
。
慈
善
根
力
の
諸
の
衆
生
を
し
て
是
く
の
如
く
事
を
見
せ
し
む
と
。
二
に
法
縁
。
無
心
に
し
て
法
を
觀
じ

て
諸
法
に
於
て
自
然
に
普
く
照
す
ヿ
、
日
の
物
を
照
す
に
分
別
す
る
所
無
き
が
如
し
。
三
に
は
、
無
縁
。
無

心
に
し
て
如
を
觀
じ
て
平
等
第
一
義
の
中
に
於
て
、自
然
に
安
住
す
」
と
。
○
１
９
・
１『
次
第
禪
』
六
に
云▽
２
０く
、「
法

縁
は
諸　
々

の
漏
盡
の
阿
羅
漢
・
辟
支
佛
・
諸
佛
、
是
の
聖
人
を
し
て
吾
我
の
相
を
破
し
一
異
の
相
を
滅
す
故
に
。

但
因
縁
よ
り
相
続
し
て
生
ず
と
觀
じ
て
、
慈
を
以
て
衆
生
を
念
ず
る
時
、
和
合
の
因
縁
よ
り
相
続
す
れ
ば
、

但
空
に
し
て
五
陰
は
即
ち
是
れ
衆
生
な
り
。
見
の
五
陰
を
念
ず
る
此
れ
慈
念
な
り
。
衆
生
は
是
の
法
空
を
知

ら
ず
。
衆
生
は
常
に
一
心
に
樂
を
得
ん
ヿ
を
欲
す
。
聖
人
、
之
れ
を
愍う
れ

ひ
て
意
に
隨
っ
て
樂
を
得
せ
し
む
。

世
俗
の
法
の
爲
に
名
け
て
法
縁
と
爲
す
。
無
縁
と
は
、是
れ
慈
は
但
諸
佛
の
み
に
有
り
。
何
を
以
て
の
故
に
、

諸
佛
は
有
爲
無
爲
の
性
の
中
に
住
ま
ず
。
上
下
過
去
未
來
現
在
に
依
ら
ず
、
諸
の
因
縁
不
實
顛
倒
虛
誑
な
り

と
爲
す
と
知
る
故
に
、
心
に
所
縁
無
し
。
佛
、
衆
生
の
是
れ
諸
法
實
相
な
る
を
知
ら
ざ
る
を
以
て
、
五
道
に

往
來
し
、
心
諸
法
に
著
し
て
分
別
取
捨
す
。
是
の
諸
法
實
相
の
智
慧
を
以
て
衆
生
に
之
を
得
し
む
。
是
れ
を

無
縁
と
爲
す
。
譬
へ
ば
、
衆
生
を
縁
じ
貧
人
を
給
濟
し
、
或
は
法
縁
財
物
金
銀
宝
物
を
與
へ
、
無
縁
意▲
２
０

神
珠
を

與
へ
る
が
如
し
。
衆
生
縁・法
縁・無
縁
も
亦
復
是
く
の
如
し
」
と
。
○
２
０
・
１『
座
禪
三
昧
經
』
下
に
云
く
、「
是
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の
慈
三
昧
に
略
し
て
說
く
に
三
種
縁
あ
り
。
生
縁
・
法
縁
・
無
縁
な
り
。
諸
の
未
得
道
を
是
れ
を
生
縁
と
名

く
。
阿
羅
漢
・
辟
支
佛
是
れ
を
法
縁
と
名
く
。
諸
佛
・
世
尊
是
れ
を
無
縁
と
名
く
」
と
。
○
２
０
・
２『
大
集
經
』

二
に
云
く
、「
善
男
子
、
聲
聞
の
人
の
悲
は
、
猶
し
皮
を
畫ゑ

が
く
が
如
く
、
菩
薩
の
大
悲
は
猶な
お

し
肉
を
破
る

が
如
し
。
如
來
の
大
悲
は
骨
を
破
り
髄
に
徹
る
」
と
。
○
２
０
・
３『
薩
遮
尼
乾
子
經
』
八
に
云
く
、「
大
王
、
當
に

知
る
べ
し
。
沙
門
の
瞿く

曇ど
ん

に
十
種
の
無
量
大
慈
の
心
有
り
。
一
に
は
平
等
大
慈
悲
、
一
切
衆
生
を
選
擇
せ
ざ

る
が
故
に
。
二
に
は
饒
益
大
慈
、
能
く
天
人
善
道
涅
槃
を
開
き
諸
の
惡
趣
を
閇と

づ
る
が
故
に
。
三
に
は
救
護

大
慈
、
畢
竟
じ
て
能
く
一
切
衆
生
の
生
死
の
険
難
を
度
す
る
が
故
に
。
四
に
は
、
哀
愍
大
慈
、
一
切
衆
生
を

捨
て
ず
し
て
諸
根
を
長じ
ょ
う
よ
う養
す
る
が
故
に
。
五
に
は
解
脱
大
慈
、
諸
の
衆▽
２
１

生
の
煩
惱
の
契
を
滅
す
る
が
故
に
。

六
に
は
出
生
菩
提
大
慈
、
諸
の
衆
生
に
無
上
涅
槃
大
菩
提
を
示
す
が
故
に
。
七
に
は
諸
の
衆
生
に
於
て
無
碍

大
慈
、
大
光
明
を
放
ち
普
く
一
切
衆
生
界
を
照
す
が
故
に
。
八
に
は
虛
空
等
大
慈
、
一
切
諸
の
衆
生
を
救
護

す
る
が
故
に
。
九
に
法
縁
大
慈
、
一
切
諸
衆
生
を
覺
悟
し
て
等
し
く
眞
實
の
法
を
知
ら
し
む
る
が
故
に
。
十

に
は
無
縁
大
慈
、
生
死
の
實
法
性
を
證
離
す
る
が
故
に
。
乃十
文
字至　

大
王
、
當
に
知
る
べ
し
。
沙
門
瞿
曇
に
十

種
の
無
量
大
悲
の
心
有
り
。
一
に
は
不
共
大
悲
、
性
大
悲
の
故
に
。
二
に
は
不
厭
大
悲
、
一
切
衆
生
に
代
っ
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て
大
苦
を
受
く
が
故
に
。
三
に
は
入
一
切
惡
道
大
悲
、
生
死
に
處
在
し
て
衆
生
を
度
す
る
が
故
に
。
四
に
は

諸
天
人
に
於
い
て
、
受
生
大
悲
、
諸
法
悉
く
無
常
な
る
ヿ
を
示
現
す
る
が
故
に
。
五
に
は
不
捨
一
切
邪
定
衆

生
大
悲
、
無
量
劫
に
於
て
大
誓
心
を
起
し
莊
嚴
成
就
す
る
が
故
に
。
六▲
２
１に
は
不
著
己
樂
大
悲
、
爲
に
一
切
衆

生
に
樂
を
與
へ
る
が
故
に
。
七
に
は
不
求
法
大
悲
、自
心
清
浄
の
故
に
。
八
に
は
除
滅
一
切
衆
生
倒
心
大
悲
、

實
法
を
說
く
が
故
に
。
九
に
は
說
眞
法
性
大
悲
、
諸
の
法
界
自
性
清
淨
を
知
る
が
故
に
。
十
に
は
說
空
無
所

有
大
悲
、
諸
の
客
塵
煩
惱
に
染
ま
る
爲
の
故
に
。
大
王
、
當
に
知
る
べ
し
。
是
れ
を
悲
心
と
名
く
」
と
。

○２
１
・
１

復
こ
の
『
經
』
の
第
六
に
に
三
十
二
種
の
大
悲
を
說
く
。
繁
き
が
故
に
之
を
略
す
。
○
２
１
・
２『

觀
經
』
に

云
く
、「
佛
心
と
は
大
慈
悲
是
れ
な
り
」
と
。
○
２
１
・
３『
行●

願
品
』
に
云
く
、「
諸
佛
如
來
は
大
慈
悲
を
以
て
而

も
心
と
爲
す
」
と
。
○
２
１
・
４

同
じ
く
六
に
云
く
、「
諸
佛
の
心
は
是
れ
大
悲
な
り
」
と
。
○
２
１
・
５『
十
住
毘
婆
沙
論
』

十
七
に
云
く
、「
衆
生
の
中
の
大
悲
と
は
、
衆
生
は
無
量
無
邊
な
る
が
故
に
悲
心
亦
廣
大
な
り
。
復ま
た

次
に
諸

佛
の
法
無
量
無
邊
無
盡
な
る
ヿ
虛
空
の
如
し
。
悲
心
は
是
れ
諸
佛
法
の
根
本
、
能
く
大
法
を
得
ん
が
故
に

名▽
２
２け
て
大
悲
と
爲
す
。
一
切
衆
生
の
中
に
最
大
者
を
名
け
て
佛
と
爲
す
。
佛
の
所
行
の
な
る
が
故
に
名
け

て
大
悲
と
爲
す
」
と
。
○
２
２
・
１

同
じ
二
に
云
く
、「
人
有
り
て
云
く
、菩
提
心
に
在
る
を
名
け
て
悲
と
爲
す
。
悲
、
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衆
生
に
及
ぶ
を
名
け
て
大
悲
と
爲
す
」
と
。
○
２
２
・
２『
觀
佛
三
昧
經
』
の
十
に
云
く
、「
悲
哀
の
心
の
生
じ
て
涙
な
み
だ

猛
雨
の
如
し
、
是
の
如
き
等
の
心
を
大
悲
と
名
く
」
と
。
○
２
２
・
３『
涅
槃
經
』
十
に
云
く
、「
三
世
の
諸　
々

の
世
尊

は
大
悲
を
根
本
と
爲
す
」
と
。
○
２
２
・
４『
行
願
品
』
の
一
に
云
く
、「
大
悲
を
門
と
爲
し
、大
悲
を
首
と
爲
す
」
と
。

○２
２
・
５『
涅
槃
』
の
十卅
丁四
に
云
く
、「
所
有
の
善
根
は
慈
を
根
本
と
な
す
」
と
。
○
２
２
・
６『
大
集
經
』
の
六
に
云
く
、

「
虛
空
の
邊
際
は
尚
盡
く
す
べ
し
、
世
間
の
猛
風
は
繋
縛
し
つ
べ
し
。
菩
薩
所
有
の
不
退
心
は
一
切
世
間
の

轉
ず
る
ヿ
能
は
ず
」
と
。
○
２
２
・
７

同
じ
く
十
一
に
云
く
、「
大
地
は
壞
し
つ
べ
し
、
大
海
は
燋や

け
つ
べ
し
。
須

彌
山
王
は
砕
き
て
塵
の
如
く
に
す
べ
し
。
衆
生
の
諸
の
心
は
、
合
し
て
是
れ
を
一
に
す
べ
し
。
虛
空
は
盡つ

く

し
つ
べ
し
、
四
大
は
轉
じ
ら
る
べ
し
。
佛
の
誓
願
は
變
易
す
べ
か
ら
ず
」
と
。
○
２
２
・
８『
大
悲
芬
陀
利
經
』
の

五◯

に
云
く
、「
若
し
我
が
是
く
の
如
き
の
立▲
２
２

願
の
意こ
こ
ろ

満
た
ず
ん
ば
、
我
是
の
一
切
の
善
根
を
以
て
廻
向
す
。

地
獄
の
衆
生
に
其
の
衆
生
有
り
て
阿
鼻
地
獄
に
在
り
。
諸
の
苦
の
一
切
を
受
け
る
者も
の

、
是
の
善
根
を
以
て
、

彼
を
し
て
得
脱
せ
し
め
、
此
の
佛
土
に
於
て
生
を
得
て
人
と
爲
り
、
如
來
の
法
に
値
ひ
、
羅
漢
を
得
し
め
て

涅
槃
に
入
る
。
彼
の
衆
生
業
果
盡
さ
ず
ん
ば
、
我
、
今
命
終
っ
て
阿
鼻
大
地
獄
中
に
生
ぜ
し
め
ん
」
と
。

○２
２
・
９『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
三
に
云
く
、「
若
し
衆
生
、
都す
べ

て
盡
滅
せ
ば
、
我
が
願
も
便す
な
はち
息や

む
べ
し
。
隨
っ
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て
世
間
性
盡
き
、
虛
空
性
盡
き
、
諸
法
性
盡
き
、
涅
槃
性
盡
き
、
諸
佛
性
盡
き
、
諸
智
性
盡
き
、
一
切
衆
生

心
所
縁
性
盡
き
、
入
佛
法
智
性
盡
き
、
世
間
轉
法
輪
智
性
盡
れ
ば
、
我
が
此
の
十
願
、
爾そ
れ

乃い
ま

し
盡
き
息や

ま
ん
。

但た
だ

是
れ
衆
生
性
等
の
十
事
實
に
盡
き
ず
。
我
が
是
の
福
徳
善
根
も
、
亦
盡
き
ず
息
ま
ず
」
と
。
○
２
２
・
１
０『
梵
網

義
記
』
の
下
に
云
く
、「
誓
ひ
は
是
れ
必
固
の
願
の
中
の
勇
烈
の
意
な
り
」
と
。
○
２
２
・
１
１『
入
楞
伽▽
２
３

經
』
の
七

に
云
く
、「
諸
佛
如
來　
乃二
十
四
文
字至　

本
願
を
捨
て
た
ま
は
ず
。
衆
生
に
樂
を
與
へ
、
大
慈
大
悲
を
具
足
す
る
ヿ
を

得
る
を
以
て
。我
れ
若
し
一
切
衆
生
を
し
て
涅
槃
に
入
れ
し
め
ず
ん
ば
、我
が
身
も
亦
た
涅
槃
に
入
ら
ず
」と
。

○２
３
・
１『

同
經
』
の
二
に
云
く
、「
菩
薩
方
便
し
て
作
願
す
ら
く
、
若
し
諸
の
衆
生
涅
槃
に
入
ら
ざ
れ
ば
、
我

も
亦
涅
槃
に
入
ら
ず
」
と
。
○
２
３
・
２『
如
來
會
』
に
云
く
、「
從た
と

ひ
無
間
諸
地
獄
に
沈
む
と
も
、
是
く
の
如
き
の

願
心
終つ
い

に
退
せ
じ
」
と
。
○
２
３
・
３『
大
經
』
に
云
く
、「
假た
と
い令
身
を
諸　
々

の
苦
毒
の
中う
ち

に
止お
は

る
と
も　
我
が
行
は
精

進
に
し
て
忍
び
て
終つ
い

に
悔
い
じ
」
と
。
○
２
３
・
４『
莊
嚴
經
』
に
云
く
、「
願
く
は
我
れ
精
進
に
し
て
恒
に
決
定
し

て
慈
心
を
運
び
て
有
情
を
抜
い
て
盡
し
て
阿
鼻
の
苦
衆
生
を
度
さ
ん
。
發
す
所
の
弘
誓
永
く
斷
せ
ず
」
と
。

○２
３
・
５『
賢
劫
經
』
の
一◯

に
云
く
、「
諸
の
群
黎
を
愍
ふ
を
、
假
令
身
命
骨
髓
血
脈
斷
ず
れ
ど
も
、
終
に
懈
怠

を
行
ぜ
じ
」
と
。
○
２
３
・
６『
華
嚴
經
』
の
十
四◯

に
云
く
、「
一
衆
生
の
爲
の
故
に
發
心
し
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
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提
を
求
め
て
善
根
廻
向
せ
ず
。一
佛
刹
を
嚴
淨▲
２
３せ

ん
が
爲
に
せ
ぬ
故
に
。一
佛
を
信
ぜ
ん
が
爲
に
せ
ぬ
故
に
。

一
佛
を
見み
た
て
ま
つ上
る
爲
に
せ
ぬ
故
に
。
一
佛
法
を
聞
か
ん
が
爲
に
せ
ぬ
故
に
。
一
願
を
満
足
せ
ん
が
爲
に
せ
ぬ
故

に
」
と
。
○
２
３
・
７

又
云
く
、「
不
可
思
議
の
大
願
悉
く
普
く
一
切
衆
生
を
救
護
す
。
菩
薩
、
此
の
願
を
立
て
已

り
て
三
世
諸
佛
の
廻
向
を
修
學
す
」
と
。
○
２
３
・
８

又
云
く
、「
善
根
を
修
し
已
り
て
是
の
如
く
の
念
を
作な

さ
く
、

我
が
修
習
す
る
所
の
善
根
、
悉
く
以
て
一
切
衆
生
を
饒
益
せ
ん
。
究
竟
清
淨
に
し
て
こ
の
所
修
の
善
根
を
以

て
一
切
衆
生
を
し
て
皆
悉
く
地
獄
餓
鬼
畜
生
閻
羅
王
等
の
無
量
の
苦
惱
を
除
滅
せ
ん
」
と
。
○
２
３
・
９『
福
徳
三

昧
經
』
下十
丁

に
云
く
、「
菩
薩
の
應
當
猶
し
橋
の
如
し
。
上
中
下
に
於
て
別
想
無
き
が
故
に
」
と
。
○
２
３
・
１
０『
行

願
品
』
の
八
に
云
く
、「
普
く
十
方
衆
生
の
諸
行
海
を
觀
じ
盡つ
く

さ
ば
我
が
願
乃い
ま

し
盡つ
く

し
、
十
方
一
切
衆
生
の

惑わ
く

業ご
う

海か
い

を
竭つ
く

さ
ば
我
が
願
乃い
ま

し
盡
し
、
悉
く
十▽
２
４

方
一
切
衆
生
の
衆し
ゅ

苦く

海か
い

を
滅
し
盡
さ
ば
我
が
願
乃
し
盡
し
、

悉
く
十
方
一
切
衆
生
の
習じ
っ

氣け

海か
い

を
抜
き
盡
さ
ば
、
我
が
願
乃
し
盡
き
ん
」
と
。
○
２
４
・
１『
華
嚴
經
』
の
廿
三◯

に

云
く
、「
若
し
衆
生
盡
れ
ば
、
我
が
願
乃
し
盡
ん
」
と
。
廣
說　

○
２
４
・
２

同
十
二
に
云
く
、「
善
男
子
我
が
意
の

如
き
に
は
盡
未
來
に
無
間
の
苦
を
受
け
ど
も
、
終つ
い

に
一
念
の
瞋
恚
を
發
し
て
、
一
蚊
一
蟻
微
細
の
衆
生
に
惱

害
の
想
を
起
さ
ず
。
何い
か

に
況
ん
や
是
の
如
き
の
惡
業
を
造
作
せ
ん
や
」
と
。
乃以
下
略至　

夢
中
云
／
廣
說　

○
２
４
・
３『
十
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住
毘
婆
沙
』
の
三十
三
丁に
云
く
、「
若
し
衆
生
都す
べ
て

盡
滅
せ
ば
、
我
が
願
便す
な
はち
息
む
べ
し
。
隨
て
世
間
性
盡
き
、
虛

空
性
盡
き
、諸
法
性
盡
き
、乃十

三
文
字至　
一
切
衆
生
心
所
縁
盡
き
、乃十

四
文
字至　
我
が
此
の
十
願
乃い
ま

し
盡
く
息や

ま
ん
」
と
。

○２
４
・
４『
華
嚴
經
』
の
二
に
云
く
、「
無
數
劫
海
の
諸
有
の
中
、
難
行
苦
行
す
る
ヿ
、
衆
生
の
爲
な
り
」
と
。

○２
４
・
５

又
云
く
、「
大
慈
悲
の
雲
、
覆
は
ざ
る
ヿ
靡な

し
、
佛
身
難
思
に
し
て
衆
生
に
等
し
」
と
。
○
２
４
・
６

同
七
に
云

く
、「
無
量
無
邊
大
苦
海
、
衆
生
の
爲
の
故
に
悉
く
能
く
忍し
の

び
て
彼
と
事
を
同
じ
ふ
す
。
苦
を
念
ざ
ず
、
衆

生
を
饒
益
し
て
安
樂
な
ら
し▲
２
４む
」
と
。
○
２
４
・
７

又
云
く
、「
或
は
衆
生
有
り
て
壽
無
量
と
煩
惱
微
細
に
し
て
世

間
を
樂
し
む
。
斯
の
一
切
衆
生
類
の
爲
に
、
生
老
病
死
の
患
を
示
現
す
」
と
。
○
２
４
・
８

又
云
く
、「
或
は
國
王

及
び
大
臣
と
爲
り
、
或
は
良
医
と
爲
り
衆
病
を
療
し
、
或
は
曠
野
に
於
て
大
樹
と
作
り
、
或
は
良
藥
無
尽
藏

を
爲
す
」
と
。
○
２
４
・
９

又
云
く
、「
無
量
の
諸
の
橋
梁
或
は
舟
船
を
作
て
衆
生
を
度
す
」
と
。
○
２
４
・
１
０

又
云
く
、「
現

に
日
月
と
作な

っ
て
虛
空
に
遊
び
、
普
く
十
方
諸
世
界
を
照
し
、
或
は
河
池
泉
水
と
作
り
、
或
は
大
海
衆
の
寶ほ
う

器き

と
作
る
」
と
。
○
２
４
・
１
１

同
十
四◯

に
云
く
、「
此
の
諸
の
衆
生
、
具つ
ぶ
さに
無
量
の
大
惡
罪
業
有
り
。
ま
さ
に
無
量

無
邊
の
楚
毒
を
受
く
べ
し
。
我
當
に
彼
の
三
惡
道
の
中
に
於
て
、
悉
く
代
っ
て
苦
を
受
け
て
解
脱
を
得
し
む

べ
し
。
我
當
に
代
っ
て
無
量
の
苦
惱
を
受
く
べ
し
。
苦
を
以
て
の
故
に
其
の
心
退
轉
し
て
恐
怖
懈
怠
し
て
衆
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生
を
捨
離
せ
ず
」
と
。
○
２
４
・
１
２

又
云
く
、「
我
當
に
一
切
衆
生
の
爲
に
無
量
の
苦
を
受
け
て
、
諸
の
衆
生
を
悉

く
生
死
の
沃
▽
２
５
よ
く
し
よ
う
焦
を
免
出
す
る
ヿ
を
得
べ
し
。
我
當
に
一
切
衆
生
の
爲
に
一
切
刹
一
切
地
獄
の
中
に
し
て

一
切
の
苦
を
受
け
れ
ど
も
、
終
に
捨
離
せ
ざ
る
べ
し
」
と
。
○
２
５
・
１

同
十
六◯

に
云
く
、「
若
し
獄
囚
の
諸
の
楚

毒
を
受
け
る
を
見
て
、
大
悲
心
を
起
し
、
諸
の
庫
藏
妻
子
眷
屬
を
捨
て
て
身
を
以
て
獄
に
處
し
苦
の
衆
生
を

救
う
」
と
。　
廣
說　

○
２
５
・
２

同
十
七◯

に
云
く
、「
我
當
に
身
を
捨
て
て
以
て
彼
の
命
に
代
る
べ
し
。
設た
と使
ひ
苦

痛
彼
に
過
ぎ
る
ヿ
無
量
な
れ
ど
も
、
悉
く
當
に
代
っ
て
受
け
て
其
れ
を
し
て
解
脱
せ
し
む
べ
し
」
と
。
○
２
５
・
３

又
云
く
、「
或
は
貧
人
に
諸
の
來
り
求
め
る
者
に
施
し
、
普
く
施
し
て
遺
す
ヿ
無
し
」
と
。
○
２
５
・
４『

行
願
品
』

二
十
七
に
云
く
、「
譬
え
ば
、
人
有
っ
て
唯
一
子
有
り
、
愛
念
の
情
至
る
。
忽
た
ち
ま
ちに
人
に
肢
體
を
割
截
せ
被ら

る

る
を
見
て
其
の
心
痛
切
し
て
自み
づ
から
安
や
す
ん
ずる
ヿ
能
は
ざ
る
が
如
し
。
菩
薩
摩
訶
薩
も
亦ま
た復
是
の
如
し
。
諸
の
衆

生
の
不
善
業
を
集
め
て
三
惡
道
に
墮
し
種
々
の
苦
を
受
く
を
見
て
、
心
大
い
に
憂
惱
し
て
自
ら
安
ず
る
ヿ
能

は
ず
。
若
し
衆
生
身
語
意
の
三
種
の
善
行
を
起
し
善
道
に
生
じ
て
身
心
の
樂
を
受
く
る
を
見
て
は
、
大
歓
喜

を
生
ず
」
と
。
○
２
５
・
５『
涅
槃
經▲
２
５』
の
十
五
に
云
く
、「
譬
へ
ば
、
父
母
は
子
の
安
穏
を
見
て
心
大
い
に
歓
喜
す

る
が
如
し
。
菩
薩
摩
訶
薩
も
是
の
中
に
住
す
る
も
、
亦ま
た復
是
の
如
し
。
諸
の
衆
生
を
視
そ
な
は
す
ヿ
、
一
子
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に
同
じ
。
善
を
修
し
見
て
は
大
歓
喜
を
生
ず
」
と
。
○
２
５
・
６

又
云
く
、「
譬
へ
ば
、
父
母
は
子
の
患
に
遇
へ
る

を
見
て
は
心
に
苦
惱
を
生
ず
。
憂
憫
憂
毒
し
て
初
め
て
よ
り
捨
離
す
る
ヿ
無
き
が
如
し
」
と
。
○
２
５
・
７

又
云
く
、

「
諸
の
衆
生
煩
惱
の
病
の
爲
に
纏
切
せ
ら
る
る
を
見
て
は
、
心
に
愁
惱
を
生
ず
。
憂
念
す
る
こ
と
子
の
如
く

身
の
諸
の
毛
孔
よ
り
、
血
皆
流
出
す
」
と
。
○
２
５
・
８『
觀
佛
三
昧
經
』
の
六
に
云
く
、「
悲
と
は
衆
苦
を
受
く
る

を
見
て
は
、
箭や

の
心し
ん

ま
で
入
り
眼
目
を
破
る
が
如
し
。
心
極
め
て
悲
痛
し
遍
體
血
を
雨
ふ
ら
し
て
、
彼
の
苦

を
抜
か
ん
と
欲お
ぼ

す
」
と
。
○
２
５
・
９『
涅
槃
經
』
の
十
八
に
云
く
、「
譬
へ
ば
一
人
に
し
て
七
子
あ
ら
ん
。
七
子
有

り
て
是
の
七
子
の
中
に
一
子
病
に
遇
へ
ば
、
父
母
の
心
平
等
に
在
ら
ざ
る
に
は
非
ず
。
然
れ
ど
も
病
子
に
於

て
心
則
ち
偏
に
重
き
が
如
し
」
と
。
○
２
５
・
１
０『
觀
經
疏
』
の
「
玄
義
」
に
云
く
、「
然
る
に
諸
佛
の
大
悲
は
、

苦
あ
る
者も
の

に
於
て
心
偏
に
常
没
の
衆
生
を
愍
念
し
た
ま
ふ
」
と
。
○
２
５
・
１
１『
法
華
經
』
二
に
云
く
、「
今
此▽
２
６の

三
界
は
皆
是
れ
我
が
有
也
。
其
の
中
の
衆
生
は
、
悉
く
是
れ
吾
子
な
り
」
と
。
○
２
６
・
１『
涅
槃
經
』
の
十
八
に

云
く
、「
如
來
一
切
の
常
に
慈
の
父
母
と
作
る
。
當
に
知
る
べ
し
、
諸
の
衆
生
は
皆
是
れ
如
來
の
子
也
。
世

尊
大
慈
悲
、衆
の
爲
に
苦
行
を
修
す
る
ヿ
、人
、鬼
魅
に
著つ
か

れ
て
狂
乱
し
て
所
爲
多
き
が
如
し
」
と
。
○
２
６
・
２『
同

經
』
三
十
の
師
子
吼
菩
薩
讃
佛
偈
に
云
く
、
如
來
無
量
の
功
徳
聚
は
我
今い
ま

廣
く
宣
說
す
る
ヿ
あ
た
は
ず
。　
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乃七
行至　
他
の
苦
を
受
く
る
見
て
は
、
身
戰
動
し
、
地
獄
に
所
在
す
れ
ど
も
痛
み
を
覺
え
ず
、
諸
の
衆
生
の
爲

に
大
苦
を
受
く
。
是
の
故
に
勝
無
く
、
量
あ
る
ヿ
な
し
。
如
來
衆
の
爲
に
苦
行
を
修
し
、
成
就
具
足
し
て
六

度
を
滿
つ
。
心
、
邪
風
に
處
す
れ
ど
も
、
傾
動
せ
ず
。
是
の
故
に
能
く
世
の
大
士
に
勝
さ
れ
り
。
衆
生
常
に

安
樂
を
得
ん
と
欲
す
、
し
か
も
、
安
樂
の
因
を
修
す
る
ヿ
を
知
ら
ず
。
如
來
、
能
く
教
え
て
修
習
せ
し
む
。

な
お
し
慈
父
の
一
子
を
愛
す
る
が
如
し
。
佛
、
衆
生
の
煩
惱
の
患
い
を
見
て
、
心
苦
し
む
こ
と
、
母
の
病
子

を
念
じ
て
、
常
に
病
を
離
る
る
諸
の
方
便
を
思
う
が
如
し
。
是
の
故
に
此
の
身
は
他
に
繋
屬
す
。　
乃▲
２
６

至
　
二
十
行

　

是
の
故
に
一
切
諸
の
智
者
、
如
來
の
報
を
求
め
ざ
る
ヿ
を
称
說
す
」
と
。
○
２
６
・
３

亦
云
く
、「
恩
を
施
す
と
雖

も
、
而し
か

も
報
を
求
め
ず
」
と
。
○
２
６
・
４『
同
經
』
三
十
四
の
迦
葉
菩
薩
讃
佛
偈
に
云
く
、「
苦
を
受
け
ど
も
苦
を

覺
ら
ず
。
衆
の
苦
を
受
け
る
見
て
、
己お
の
れの
苦
の
如
し
。
衆
生
の
爲
に
と
雖
も
地
獄
に
處
す
と
。
苦
の
想
及
び

悔
心
を
生
ざ
ず
、
一
切
衆
生
の
異
苦
を
受
け
る
。
悉
く
是
れ
如
來
一
人
の
苦
な
り
。
己
を
覺
る
も
、
其
の
心

轉う
た
た

堅
固
な
り
。
故
に
能
く
無
上
道
を
勤
修
す
」
と
。
○
２
６
・
５『
同
經
』
二
に
云
く
、「
我
往
昔
に
於
て
種
々
に

苦
行
し
て
今い
ま

是
の
如
く
の
無
上
方
便
を
得
た
り
。
汝
等
が
爲
の
故
に
無
量
劫
中
に
身
・
手
・
頭
・
目
・
髓
・

惱
を
捨
て
た
り
。
是
の
故
に
汝
等
、
應ま
さ

に
放
逸
な
る
べ
か
ら
ず
」
と
。
○
２
６
・
６『
大
論
』
十
四
に
云
く
、「
菩
薩
、
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一
切
を
育
養
す
る
ヿ
之
れ
を
愛
す
る
ヿ
子
の
ご
と
し
。
若
し
衆
生
菩
薩
を
瞋
惱
す
れ
ば
、
菩
薩
之
れ
を
愍
ん

で
瞋
ら
ず
責
め
ず
。
譬
へ
ば
慈
父
の
子
孫
を
撫
育
す
る
が
如
し
。
子
孫
幼
稚
に
し
て
未
だ
所
識
あ
ら
ず
、
或

る
時
は
罵ば

詈り

打だ

擲て
き

し
て
、
敬
わ
ず
畏
れ
ざ
れ
ど
も
其
の
父
、
其
の
愚▽
２
７

小
之
れ
を
愛
す
る
ヿ
逾
ま
す
ま
す

至
り
て
過
罪

有
り
と
雖
も
瞋
ら
ず
責
め
ず
。
菩
薩
の
忍に
ん
に
く辱
も
亦
復
是
の
如
し
」
と
。
○
２
７
・
１『
菩
薩
處
胎
經
』
三◯

に
云
く
、「
吾

無
數
劫
よ
り
生
死
の
道
に
往
來
し
て
身
を
捨
て
て
復
身
を
受
け
胞
胎
の
生
を
離
れ
ず
。
我
が
經
歴
す
る
所
を

計は
か

る
に
一ひ
と
つを
記
し
て
餘
を
記
さ
ず
。
純
ら
白
狗
の
形
に
作な

り
て
、
骨
を
積
む
ヿ
億
須
彌
な
り
、
針
を
以
て
地

種
を
刺
す
に
我
體
に
値ま
う
あは

ず
と
い
ふ
ヿ
な
し
。
何
に
況
ん
や
餘
色
の
狗
其
の
數
量
る
べ
か
ら
ず
。
吾わ
れ

、
故
に

其
の
心
を
攝
し
て
放
逸
に
隨
は
し
め
ず
」
と
。
○
２
７
・
２『
大
悲
經
』
四
に
云
く
、「
我
菩
薩
の
時
、
久
し
く
苦
行

を
修
し
て
王
位
婦
兒
妻
子
及
び
妹
女
身
命
手
足
頭
目
耳
鼻
血
肉
骨
髄
を
棄
捨
し
、
及
び
種
種
無
量
の
苦
痛
を

受
け
た
り
。
彼
等
の
一
切
は
悉
く
汝
等
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
悕
求
さ
せ
ん
が
爲
の
故
な
り
。
阿
難
、

一
切
の
捨
て
難
き
を
、
我
、
悉
く
已
に
捨
て
に
き
。
受
く
る
所
の
衆
苦
は
悉
く
衆
生
の
爲
な
り
。
阿
難
、
此

れ
等
の
功
徳
、
若
し
我
れ
廣
く
說
く
も
則
ち
盡
く
せ
ず
。
而
る
に
聞
く
ヿ
有
る
者▲
２
７は
、
心
則
ち
迷
悶
せ
ん
。

況
ん
や
說
く
者
有
ら
ん
や
。
阿
難
、
若
し
衆
生
有
て
一
念
の
心
を
起
し
て
釋
迦
牟
尼
如
來
の
本
昔
菩
薩
の
苦
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行
を
修
行
す
る
ヿ
を
悲
愍
し
て
、
是
の
如
き
の
言
を
作
し
、『
我
等
が
爲
の
故
に
具
に
無
量
種
々
の
苦
痛
、

爲
し
難
き
の
事
を
受
け
た
ま
へ
り
』。
阿
難
、
我
說
く
彼
等
の
一
念
、
心
を
發
す
者
は
必
ず
、
定
め
て
當
に

最
後
涅
槃
を
得
べ
し
。
何
に
況
ん
や
我
が
所
に
し
て
善
根
を
種
る
者
を
や
」と
。
○
２
７
・
３『
同
經
』の
五
に
云
く
、

「
佛
如
來
の
諸
の
妙
法
を
說
く
を
聞
き
て
深
く
義
趣
を
解
し
て
如
來
を
憶
念
し
、
心
に
愛
敬
を
生
じ
涙
を
抆ぬ
ぐ

ふ
ヿ
あ
る
者
、
長
嘆
す
る
者
、
毛
竪よ
だ

つ
者
、
若
し
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
に
墮
す
と
云
は
ば
、
是
の
處
こ
と
は
り

有
る

ヿ
無
し
」
と
。
○
２
７
・
４『
涅
槃
經
』
の
十
六
に
云
く
、「
譬
ば
長
者
の
其
の
家
、
火
に
お
い
て
失
す
。
長
者
見
已

り
て
、
家
よ
り
而
し
て
出
づ
。
諸
子
は
後
に
有
り
て
未
だ
火
難
を
脱
せ
ず
。
長
者
、
而
の
時
定
ん
で
火
害
を

知
っ
て
諸
子
の
爲
の
故
に
旋
還
し
て
赴
き
、
救
い
て
其
の
難
を
顧
み
ざ
る
が
如
し
。
菩
薩
摩
訶
薩
も
亦ま
た復
是

の
如
し
。
生
死
は
諸　
々

の
惡
に
遇
で
く
わ
すこ
と
多
し
と
雖
も
、
衆
生
の
爲
の
故
に
之
に
處▽
２
８し
て
厭
わ
ず
。
是
の
ゆ
え

に
復
た
不
思
議
と
名
づ
く
」
と
。
○
２
８
・
１『
無
上
依
經
』
の
上
に
云
く
、「
譬
へ
ば
豪
家
の
長
者
に
唯
一
男
有
り
、

端
正
聰そ
う
か
つ黠
に
し
て
保
念
愛
惜
す
。乃二

十
文
字至 

大
深
坑
糞
穢
死
屍
膖
爛
臭
處
に
墮
つ
。其
の
兒
の
母
親
お
よ
び
眷
屬
、

子
の
坑
に
墮
つ
る
を
驚
喚
し
て
大
い
に
叫
ぶ
。
乃十
一
文
字至 

復
悲
號
す
と
雖
も
而
の
身
力
無
く
怯
弱
に
し
て
此
の
深

坑
に
入
り
て
子
の
苦
を
救
抜
す
る
ヿ
能
は
ず
。
是
の
時
長
者　
乃四
文
字至 
子
を
念
ず
る
心
重
く
し
て
臭
穢
を
厭
わ
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ず
、
自ミ

ら
坑
中
に
入
り
子
を
捉
え
て
牽
出
す
る
が
ご
と
し
」
と
。
乃
至
已
上　

私
に
云
く
、
此
の
中
に
深
坑

と
は
三
界
な
り
、
一
子
と
は
凡
夫
な
り
、
眷
屬
と
は
二
乗
な
り
、
長
者
と
は
菩
薩
な
り
。
廣
く
往
い
て
見
る

べ
し
。
○
２
８
・
２『
大
集
經
』
二
十
六◯

に
、「
譬
へ
ば
、
一
城
有
っ
て
縱
廣
一
由
旬
な
り
。
多
く
の
諸
門
有
り
て
、

路
険
し
く
黒
闇
に
し
て
甚
だ
怖
畏
す
べ
し
。
入
城
の
者
有
り
、
多
く
の
安
樂
を
受
く
。
復
一い
ち

人
有
り
、
唯
し

一
子
有
り
。
愛
念
甚
だ
重
し
。
遙
か
に
彼
の
城
の
是
の
如
く
の
快
樂
を
聞
き
て
即
便▲
２
８

子
を
捨
て
て
往
い
て

城
に
入
ら
ん
と
欲
す
。是
の
人
方
便
し
て
険
道
を
過
ぐ
る
ヿ
を
得
て
彼
の
城
門
に
到
る
。一
足
は
已
に
入
り
、

未
だ
一
足
を
舉
げ
ざ
る
に
、
即
ち
其
の
子
を
念
じ
て
、
尋
ね
て
是
の
念
を
作
す
。
我
唯た
だ

一
子
な
り
、
來
る
時

云い
か
ん何
。竟お
は

り
に
與と
も

に
倶
な
ら
ず
ん
ば
、誰
か
能
く
養
護
し
て
衆
苦
を
離
れ
し
め
ん
。即
ち
樂
城
を
捨
て
て
還
っ

て
子
の
所
に
向
く
が
如
し
。
善
男
子
、
菩
薩
も
亦ま
た復
是
の
ご
と
し
。
憐
愍
の
爲
の
故
に
上
通
を
修
習
し
、
修

習
し
已
り
て
漏
を
盡つ

く
す
を
得
る
に
垂
な
ん
な
んと
し
て
、
而
も
證
を
取
ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
、
衆
生
を
愍お
も
ふが

故
に
、
漏
盡
通
を
捨
て
乃
至
凡
夫
地
の
中
を
行
ず
」
と
。
○
２
８
・
３『
涅
槃
經
』
の
十
四
に
云
く
、「
夫
れ
慈
を
修

す
る
は
實
に
し
て
妄
想
に
非
ず
。
諦
あ
き
ら
かに
是
れ
眞
實
な
り
。
若
し
聲
聞
・
縁
覺
の
慈
は
是
を
虛
妄
と
名
く
。

諸
佛
・
菩
薩
は
眞
實
に
し
て
虛
な
ら
ず
」
と
。
○
２
８
・
４『
同
』
八
に
云
く
、「
如
來
は
實
に
憂
悲
苦
惱
無
し
。
而
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る
に
衆
生
に
於
て
大
慈
悲
を
起
す
。
憂
悲
有
る
ヿ
を
現
ず
。
諸
の
衆
生
を
視
そ
な
は
し
玉
ふ
ヿ
、
羅
睺
羅
の

如
し　
乃
至  

有
憂
無
憂
は
是
れ
佛
の
境
界
な
り
」
と
。
廣
說　

○
２
８
・
５『
法
事
讃
』
の
上
に
云
く
、「
道
場
衆
等▽
２
９、

各　
々

慚
謝
の
心
を
生
ず
べ
し
。
能
く
諸
佛
我
が
爲
に
身
を
捨
て
し
む
る
ヿ
塵
劫
を
過
ぎ
た
り
。
哀
れ
な
る
哉
、

世
尊
能
く
難
事
の
爲
、
長
劫
に
勤
々
と
し
て
疲
労
の
苦
痛
を
忍
び
た
ま
ふ
。
復
た
衆
生
の
爲
に
苦
行
す
と
雖

も
、小
恩
を
も
覓も
と

め
ず
、等
し
く
塵
労
を
出
で
、菩
提
を
會
し
て
彼
岸
に
帰
す
る
ヿ
を
望
欲
し
た
ま
へ
り
」
と
。

○
私
に
云
く
、
菩
薩
の
布
施
・
忍
辱
・
愛
語
・
同
事
等
の
一
切
の
願
心
悲
心
苦
行
の
相
は
、
凡
そ
大
藏
の
塵

卷
、
其
の
慈
相
を
說
く
に
在
り
。
具
に
出
だ
す
べ
か
ら
ず
。
夫
れ
、
父
母
の
如
き
は
愛
念
骨
を
切
る
。
未
だ

我
が
爲
に
一
指
を
も
斷
せ
ず
。
亦
我
が
爲
に
一
命
を
捨
て
ず
。
況
ん
や
餘
人
を
や
。
能
く
誰
か
身
命
を
捨
て

ん
や
。
塵
劫
塵
身
、
諸
佛
の
苦
行
・
捨
命
・
捨
身
、
菩
薩
の
慈
悲
は
、
し
か
し
な
が
ら
我
が
一
身
を
憐
れ
む

に
在
り
。
噫あ
あ

、
恩
徳
海
實
に
極
ま
り
無
し
。
誰
か
慚
せ
ざ
ら
ん
や
。
誰
か
謝
せ
ざ
ら
ん
者
や
。

讃
佛
慈
悲
集 

本 

終
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讃▽
０
１

佛 
慈 

悲 

集  

末

第
三
に
其
の
恩
を
報
う
べ
き
ヿ
を
解
す
と
は
、
上
の
諸
文
を
按
ず
る
に
、
天
に
三
光
有
る
も
佛
恩
な
り
。
地

に
百
穀
有
る
も
佛
恩
な
り
。
雨
下
り
水
涌
き
火
熟
し
風
養
う
も
佛
恩
な
り
。
一
華
開
き
一
菓
成
り
一
藥
採
り

一
珠
を
出い

だ

す
も
佛
恩
な
り
。
山
野
に
途
を
闢
き
江
河
に
舟
を
作
る
も
佛
恩
な
り
。
絲
竹
の
音
曲
を
出
し
藝
能

の
浮
樂
を
為
す
も
佛
恩
な
り
。
又
、
目
の
視
、
耳
の
聴
、
口
の
言
ひ
、
身
の
動
も
佛
恩
な
り
。
一
衣
の
衣
、

一
味
を
味
ふ
も
、
一
命
を
全
う
し
一
生
を
終
ふ
も
佛
恩
な
り
。
病
瘥い

へ
、
災
い
除
き
、
災
い
を
除
き
、
眷
屬

を
得
、
資
具
を
得
る
も
佛
恩
な
り
。
惡
鬼
毒
龍
の
世
を
損
な
わ
ず
、
毒
藥
利
刺
の
人
を
害
せ
ざ
る
も
佛
恩
な

り
。
父
を
知
り
、
子
を
知
り
、
善
を
識
り
惡
を
識
る
も
佛
恩
な
り
。
一
字
を
聞
き
、
一
句
を
解
し
、
世
善
を

作
し
、
出
世
を
願
う
も
佛
恩
な
り
。
凡
そ
是
れ
冥
冥
た
る
黒
闇
の
ほ
か
、
人じ
ん
か
ん間
天
上
、
依
報
正
報
微
善
微
樂
、

悉
く
皆
佛
恩
の
し
か
ら
し
む
る
に
あ
ら
ず
と
い
う
こ
と
無▲
０
１し
。
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是
を
以
て『１
・
１智
論
』二
十
二
に
云
く
、「
一
切
衆
生
、皆
佛
恩
を
蒙
る
」と
。
一
世
是
の
如
し
、萬
世
亦
た
而
な
り
。

乃
至
無
邊
劫
亦ま
た復
是
の
如
し
。
一
佛
既
に
而
な
り
。
多
佛
多
菩
薩
亦ま
た復
是
の
如
し
。
虚
空
盡
き
る
べ
し
、
佛

恩
は
盡
す
べ
か
ら
ず
。
吁あ
あ

痛
し
き
哉
。
我
等
幾
千
か
佛
肉
を
食
い
、
幾
千
か
佛
血
を
吸
い
、
幾
千
か
佛
命
を

斷
ち
、
幾
千
か
佛
の
眼
を
挑い
ど

み
、
幾
千
か
佛
肩
に
挂か
か

り
、
幾
千
か
佛
皮
を
衣き

た
る
。
『１
・
２

大
悲
經
』
に
は
「
具

に
説
か
ば
聞
く
者
悶
絶
せ
ん
」
と
云
ひ
、
『１
・
３

止
観
論
』
に
は
「
恒
沙
の
身
命
を
捨
つ
も
報
ず
る
こ
と
難か
た

し
」

と
云
へ
り
。

問
て
云
く
「
聖
教
を
按
ず
る
に
、
依
正
苦
樂
等
、
皆
是
れ
衆
生
の
業
感
と
云
へ
り
と
。
今い
ま

何
の
意
ぞ
、
但た
だ

佛

恩
と
云
や
」。
答
え
て
云
く
、「
能
感
の
業
、
所
感
の
報
、
若
し
佛
力
に
非
ら
ず
ば
、
何
ぞ
能
く
之
を
成
ぜ
ん
。

諸
佛
の
願
行
、
實
に
是
れ
虚
し
か
ら
ず
。
亦ま
た

上
の
文
の
如
し
」
と
。

○１
・
４『
大
論
』
四
十●

九
に
云
く
、「
次
に
恩
を
知
る
と
は
、
大
悲
の
本も
と

善
業
を
開
く
。
初
門
に
人
に
敬
愛
す
る

所
乃十
一
文
字至 

恩
を
知
ら
ざ
る
人
は
於▽
０
２て
畜
生
よ
り
も
甚
だ
し
」
と
。
○２
・
１『
不
思
議
境
界
經
』
に
云
く
、「
恩
を
知

る
者
は
、
生
死
に
在
り
と
雖
も
善
根
を
壊
さ
ず
。
恩
を
知
ら
ざ
る
者
は
、
善
根
斷
滅
し
て
諸
も
ろ
も
ろの
悪
業
を
作

る
が
故
に
、
諸
の
如
來
、
知
恩
を
稱
讚
し
背
恩
の
者
を
毀こ
ぼ

す
」
と
。
○２
・
２『
業
報
差
別
經
』
に
云
く
「
復ま
た

十
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業
有
り
、
能
く
衆
生
を
し
て
地
獄
の
報
を
得
し
む
。
何
等
を
か
十
と
す
る
。
一
に
は
身
に
重
悪
業
を
行
ず

乃四
十
九
文
字至　
十
に
は
恩
報
を
知
ら
ず
。
是
の
十
業
を
以
て
、地
獄
の
報
を
得
」
と
。
○２
・
３『
賢
護
分
』
三
に
云
く
、「
常

に
ま
さ
に
恩
を
識
り
、
恆
に
徳
を
報
ず
る
こ
と
を
思
う
べ
し
」
と
。
○２
・
４『
大
集
經
』
十
に
云
く
、「
復
四
法

有
り
、
大
乗
の
法
を
障
う
。（
三
十
九
行
七
文
字
乃
至
あ
り
）
一
に
は
恩
を
知
ら
ず
。
二
に
は
恩
に
報
い
ず
。
三

に
は
、
恩
に
背
き
、
四
に
は
邪
見
を
樂こ
の

む
」
と
。
○２
・
５

又
『
賢
護
分
』
に
云
く
、「
ま
さ
に
念
憶
持
し
て
常
に

師
恩
を
念
じ
て
恆
に
報
答
す
る
こ
と
を
思
ふ
べ
し
」
と
。
○２
・
６『
華
厳
經
』
十
四◯

に
云
く
、「
大
願
を
捨
て
ず
、

衆
生
を
救
護
す
。
若
し
衆
生
、
濁
悪
無
信
に
し
て
恩
に
報
ひ
る
を
知
ら
ざ
る
を
、
菩
提
を
修
習
し
て
い
ま
だ

か
つ
て
懈
癈
せ
ず
」
と
。
○２
・
７『
報
恩
經
』
三
に
云
く
、「
佛
阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
、
ま
さ
に
父▲
０
２

母
及
び
善

知
識
の
恩
を
念
ず
べ
し
。
是
の
故
に
恩
を
知
り
て
常
に
ま
さ
に
恩
を
報
ず
べ
し
。
善
知
識
と
云
う
は
是
れ
大

因
縁
な
り
」
と
。
○２
・
８『
念
仏
三
昧
經
』
に
云
く
、「
若
し
善
知
識
に
於
て
恆
に
其
の
恩
を
念
報
せ
よ
」
と
。

○２
・
９『
大
集
經
』
十
に
云
く
、「
復
二
法
有
り
。
大
乗
を
利
益
す
。
一
に
は
知
恩
、
二
に
は
念
思
な
り
」
と
。

○２
・
１
０

又
云
く
、「
復
二
法
有
り
。
一
に
は
恩
あ
る
處
に
於
て
、
常
に
之
れ
を
報
い
ん
と
欲
す
。
二
に
は
恩
と

無
恩
と
に
於
て
等
く
而し
て

之
れ
を
報
ず
」
と
。
○
２
・
１
１『
賢
護
分
』
四
に
云
く
、「
他
の
小
恩
を
受
け
て
、
尚な

を
厚
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く
報
ぜ
ん
ヿ
を
思
う
。
何い
か

況
ん
や
、
人
重
徳
有
り
て
、
而し
か

し
て
敢
え
て
輒た
や
すく
忘
れ
ん
や
」
と
。

○２
・
１
２

私
に
云
く
、
報
恩
の
徳
、
背
恩
の
質
、
感
報
現
業
廣
く
經
史
に
見
へ
た
り
。
詳
つ
ま
び
ら
かに
此こ
こ

に
出い

だ
す
べ
き

の
み
。
○
２
・
１
３『
報
恩
經
』
七
に
云
く
、「
初
め
に
菩
提
心
を
発
す
時
、
恩
を
知
り
恩
を
報
ず
」
と
。
○
２
・
１
４

又
云

く
、「
若
し
善
男
子
善
女
人
有
り
て
、
恩
を
知
り
徳
を
報
ぜ
ば
、
ま
さ
に
四
事
を
行
ず
。
一
に
は
善
友
に
親

近
す
。
二
に
は
至
心
に
法
を
聽
く
。
三
に
は
其
の
義
を
思
惟
し
、
五
に
は
節
の
如
く
修
行
す
」
と
。
○
２
・
１
５

又

云
く
、「
先▽
０
３づ
自
ら
煩
悩
諸
根
を
調
伏
し
、
然
し
て
後
、
法
を
聽
く
。
非
時
に
聽
か
ず
。
至
心
に
法
を
聽
き
、

説
者
を
恭
敬
し
、
法
に
於
て
尊
重
す
。
是
を
菩
薩
の
知
恩
報
恩
と
名
く
」
と
。
○３
・
１『

心
地
觀
經
』
三
報
恩
品

に
云
く
、「
若
し
清
淨
善
男
子
等
有
り
て
、
乃十
二
文
字至　
無
所
得
を
以
て
三
輪
體
空
し
て
竊
に
一
人
の
為
に
四
句

の
法
を
説
き
、
邪
見
の
心
を
除
き
菩
提
に
趣
向
せ
ば
、
是
を
即
ち
名
け
て
四
恩
を
報
ず
と
な
す
。
何
を
以
て

の
故
に
。是
の
人
は
ま
さ
に
無
上
菩
提
を
得
べ
し
。展
轉
し
て
無
量
の
衆
生
を
教
化
し
て
佛
道
に
入
ら
し
め
、

三
寶
の
種
子
永
く
斷
絶
せ
ず
」
と
。
○３
・
２『
大
集
』
の
十
六◯
に
云
く
、「
能
く
恩
を
報
ず
る
者
は
、善
業
を
造
り
、

能
く
勤
め
て
精
進
に
し
て
道
を
失
は
ず
」
と
。
○３
・
３

十
三◯

に
云
く
、「
我
れ
若
し
恩
を
知
る
、
何
ん
ぞ
報
ぜ
ざ

る
こ
と
を
得
ん
や
。
若
し
衆
生
有
り
て
菩
提
道
を
修
行
せ
る
こ
と
を
能
は
ず
ん
ば
、
是
の
如
く
の
人
は
則
ち



49

報
ず
る
ヿ
能
は
ず
」
と
。
○３
・
４『
大
般
若
經
』
四
百
四
十
三
に
云
く
、「
若
し
問
ふ
て
言
う
ヿ
有
ら
ん
に
、
誰

を
か
是
れ
恩
を
知
り
能
く
恩
を
報
ず
る
者
と
。
ま
さ
に
正
に
答
え
て
言
ふ
べ
し
、
佛
は
是
れ
恩
を
知▲
０
３り
能
く

恩
を
報
ず
る
者ひ
と

な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
、
一
切
世
間
に
恩
を
知
り
恩
を
報
ず
る
ヿ
佛
に
過
ぎ
た
る
は
無
き

故
に
」
と
。
○３
・
５『
増
一
阿
含
經
』
に
云
く
、「
そ
の
時
に
世
尊
、
諸
の
比
丘
に
告
げ
た
ま
は
く
、
若
し
衆
生

有
り
て
返
復
を
知
る
者
は
、
此
の
人
は
敬
ふ
べ
し
。
小
恩
尚な

を
忘
れ
ず
、
何
に
況
ん
や
大
恩
を
や
。
設た
と

ひ
此

の
間
を
離
る
る
ヿ
百
千
由
旬
あ
れ
ど
も
、
猶な
ほ

我
が
近
く
に
異
ら
ず
、
我
れ
恆
に
嘆
譽
す
。
若
し
衆
生
有
り
て

返
復
を
知
ら
ざ
る
者
は
、
大
恩
尚な
ほ

を
憶
へ
ず
。
何
に
況
ん
や
小
恩
を
や
。
彼か
れ

我
に
近
く
に
非
ず
、
我
れ
彼
に

近
か
ら
ず
。
正
し
く
使た
と

ひ
僧そ
う

伽ぎ
や

棃り

を
被
り
て
吾
が
左
右
に
在
り
と
も
、此
の
人
猶
を
遠
し
。
是
の
故
に
比
丘
、

返
復
を
念
ず
べ
し
」
と
。
○３
・
６『
涅
槃
經
』 
法
顯
譯  

の
中
に
云
く
、「
佛
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
、
我
れ
を

供
養
し
恩
を
報
ぜ
ん
と
欲
せ
ん
者
は
、
必
ず
し
も
此
れ
香
華
伎
樂
を
以
て
せ
ざ
れ
。
禁
戒
を
淨
持
し
諸
法
深

妙
の
義
を
読
誦
し
思
惟
せ
よ
。斯
れ
則
ち
を
名
け
て
我
れ
を
供
養
す
と
な
す
な
り
」と
。○３
・
７『
十
住
毘
婆
沙
論
』

の
巻
十
五
に
云
く
、「
經
に
説
く
が
如
し
。
般
涅
槃
の
時
、
佛
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
、
天
よ
り
文
荼
羅

華
及
び
栴▽
０
４

檀
抹
香
を
雨あ
め
ふら
し
、天
の
伎
樂
を
作
す
。
如
来
を
供
養
し
恭
敬
す
と
は
名
付
け
ざ
る
な
り
。
阿
難
、
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若
し
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
娑
塞
・
優
婆
夷
、
一
心
に
し
て
放
逸
な
ら
ず
、
親
近
し
て
聖
法
を
修
集
す
。
是
れ

を
眞
に
佛
を
供
養
す
と
名
づ
く
」
と
。
○４
・
１『
法
華
』
に
一●

に
云
く
、「
法
を
聞
き
歓
喜
し
て
讃
じ
て 

乃
至
一

言
を
発
す
る
は
、則
ち
已
に
一
切
三
世
の
佛
を
供
養
す
る
に
爲
な
り
た
り
」と
。
○４
・
２『
法
華
経
』の
七
に
云
く
、

「
若
し
衆
生
在
り
て
、信
受
せ
ざ
る
者
に
は
、當
に
如
來
、餘
の
深
法
の
中
に
於
て
、示
教
し
て
利
喜
す
べ
し
。

汝
等
、
若
し
能
く
是
の
如
く
せ
ば
、
則
ち
已
に
諸
佛
の
恩
を
報
ず
と
爲
す
」
と
。
○４
・
３

又
云
く
、「
善よ
き
か
な哉
々
々
。

善
男
子
、
是
れ
眞
の
精
進
な
り
、
是
れ
を
眞
法
を
以
て
如
來
を
供
養
す
名
づ
く
」
と
。
○４
・
４

同
じ
き
『
經
』

に
云
く
、「
三
界
の
苦
惱
の
患
を
脱
す
る
ヿ
を
得
て
最
後
身
は
有
餘
涅
槃
に
住
せ
り
。
佛
、
教
化
す
る
所
は
、

得
道
に
し
て
虚
し
か
ら
ず
。
則
ち
、
已
に
仏
の
恩
を
報
ず
る
ヿ
を
得
と
爲
す
」
と
。
○４
・
５『
賢
劫
經
』
の
一◯

に

云
く
、「
仏
を
供
養
せ
ん
と
欲
せ
ば
、當
に
法
を
以
て
供
養
す
べ
し
」と
。
○４
・
６

楞
厳
院
、『
經
』を
引
て
云
く
、「
流

轉
三
界
の
中
は
恩
愛▲
０
４

斷
ず
る
こ
と
能
は
ず
。
恩
を
棄
て
無
爲
に
入
れ
ば
、眞
實
に
恩
を
報
ず
る
者ひ
と

な
り
」と
。

○４
・
７『
大
集
』
の
十
一
に
云
く
、「
汝
、
今
出
家
す
。
即
ち
是
れ
佛
に
報
ず
る
な
り
。
若
し
能
く
是
く
の
如
き

信
を
を
生
じ
て
捨
離
す
る
。
是
れ
を
大
報
と
名
づ
く
」
と
。
○４
・
８『
報
恩
經
』
の
一
に
云
く
、「
諸
の
大
菩
薩
、

速
か
に
菩
提
を
成
し
佛
恩
を
報
善
が
爲
の
故
に
」
と
。
○４
・
９『
同
』
く
二
に
云
く
、「
如
來
の
所み
も
とに
於
て
大
師
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の
想
を
生
じ
、
慈
父
の
想
を
生
じ
て
、
常
に
佛
恩
を
念
じ
當
に
佛
恩
を
報
ず
べ
し
」
と
。
○
４
・
１
０

又
云
く
、「
恩

を
知
る
者
は
、
當
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
發
す
べ
し
。
恩
を
報
ず
る
者
は
、
亦
當
に
一
切
衆
生
を
教

え
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
發
さ
し
め
る
べ
し
」
と
。
○
４
・
１
１『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
十
五
に
云
く
、「
若

し
一ひ
と
りの
惡
人
を
捨
て
れ
ば
、則
ち
佛
恩
に
背
く
と
爲
す
。
是
の
故
に
惡
衆
生
を
、中
に
於
て
捨
つ
べ
か
ら
ず
」

と
。
○
４
・
１
２

又
云
く
、「
五
の
恩
縁
を
以
て
の
故
に
、
應
に
正
法
を
受
護
す
べ
し
。
一
に
は
諸
佛
を
報
ず
る
ヿ

を
知
る
が
故
に
。
二
に
は
法
を
久
し
く
住
せ
し
む
る
が
故
に
。
三
に
は
最
上
の
供
養
を
以
て
諸
佛
を
供
養
す

る
が
故
に
。
四
に
は
無
量
の
衆
生
を
利
益
す
る
が
故
に
。
五
に
は
正
法
を
第
一▽
０
５に

し
て
得
難
き
が
故
に
」と
。

○５
・
１『
大●

論
』
の
偈
に
云
く
、「
假た
と
ひ使
頂
戴
し
塵
劫
を
經
る
も
身
を
牀し
よ
う
ざ座
と
爲
し
て
三
千
に
遍
す
と
も
、
若
し

法
を
傳
へ
て
衆
生
を
度
せ
ず
ん
ば
、
決
定
し
て
能
く
恩
を
報
ず
る
ヿ
無
き
者
な
り
」
と
。 

經
之
偈
也  

○５
・
２

和

尚
の
云
く
、「
自
ら
信
じ
人
を
し
て
信
ぜ
教し

む
る
は
、
難
き
が
中
に
轉う
た
た

更
に
難
し
。
大
悲
を
傳
へ
て
普
く
化

す
れ
ば
、
眞
に
佛
恩
を
報
ず
る
に
成
る
」
と
。
○５
・
３『
無
上
依
經
』
下
に
云
く
、「
我
れ
今い
ま

正
行
を
見
る
ヿ
能

は
ず
。
此
れ
を
修
し
て
持た
も

て
ば
世
尊
の
恩
を
報
ず
。
若
し
人
已
に
無
餘
滅
に
到
ら
ば
、
此
の
人
猶
未
だ
佛
恩

を
報
ぜ
す
。
若
し
人
能
く
佛
の
正
行
を
行
ず
。
是
の
人
は
、
唯
自
利
の
法
を
修
す
。
世
尊
の
疲
極
は
衆
生
の
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た
め
に
し
て
、
無
上
の
深
恩
、
云い
か
ん
が何
報
ぜ
ん
」
と
。
○５
・
４『
念
佛
三
昧
經
』
の
五◯

に
云
く
、「
此
の
三
昧
を
修

行
し
、
淨
妙
の
法
を
敷
延
し
、
彼
に
一
切
の
樂
を
施
せ
ば
、
是
の
人
は
則
ち
佛
と
其
の
大
悲
心
を
同
じ
ふ
す
」

と
。
○５
・
５『
大
集
』
の
十
五◯

に
云
く
、「
恩
を
報
ず
る
ヿ
を
知
ら
ざ
る
者
を
、
是
れ
を
魔
業
と
爲
す
」
と
。
○
５
・
６

又
云
く
、「
施
し
を
行
じ
て
法
を
望
む
は
、
是
を
魔
業
と
爲
す
」
と
。
○５
・
７「
定
善
義
」
に
云
く
、「
若
し
一
人

苦
を
捨
て
て
生
死
を
出
る
ヿ
を
得
し
め
ば
、
是▲
０
５を

眞
に
佛
恩
を
報
ず
る
と
名
づ
く
」
と
。

○５
・
８

私
に
云
く
、
一
切
の
恩
海
は
諸
佛
の
慈
恩
に
極
ま
り
、
諸
佛
の
慈
恩
は
弥
陀
の
大
恩
に
極
ま
る
。
何
を

以
て
の
故
に
。
我
等
凡
夫
、
阿
弥
陀
佛
の
恩
に
依
っ
て
永
く
生
死
を
出
づ
る
ヿ
を
得
る
が
故
に
。
是
の
故
に

弥
陀
を
以
て
佛
恩
の
極
ま
り
と
爲
す
。
然
る
に
報
恩
の
法
、
復
無
量
な
り
と
雖
も
、
し
か
し
て
念
仏
を
以
て

其
の
根
と
爲
す
。
何
を
以
て
の
故
に
、
弥
陀
仏
の
本
願
な
る
が
故
に
。
亦
諸
佛
勸
證
の
法
な
る
が
故
に
。
問

て
云
く
、
念
仏
報
恩
は
其
の
證
有
り
や
。
答
て
云
く
、
上
の
諸
の
文
、
其
の
義
分
明
な
り
。
又
た
現
に
文
無

き
に
あ
ら
ず
、
と
。

○５
・
９『

念
仏
三
昧
經
』
の
四
に
云
く
、「
空
見
に
あ
ら
ず
。
我
れ
今
略
し
て
一
切
諸
佛
所
説
の
三
昧
を
説
く 

念

佛
三
昧 

。
當
に
勤
修
し
て
佛
恩
を
念
報
す
べ
し
。
三
昧
を
學
し
已
り
て
、
即
ち
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
に
退
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さ
ざ
る
ヿ
を
得
ん
」
と
。
○
５
・
１
０『
坐
禪
三
昧
經
』
の
上
に
云
く
、「
若
し
人
、
香
華
を
以
て
供
養
し
、
骨
肉
血

髓
を
以
て
塔
を
起た

て
供
養
せ
し
よ
り
、
未
だ
行
人
の
法
を
以
て
供
養
し
て
涅▽
０
６

槃
に
至
る
ヿ
を
得
ん
に
は
し

か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
猶
を
佛
恩
を
負
う
て
設た
と
ひ當
念
佛
の
空
し
く
獲
る
所
無
し
と
雖
も
、
猶
を
應
に
勤
心
に
專

念
し
て
忘
れ
ず
、
以
て
佛
恩
を
報
ず 

乃三
十
六
文
字至 

是
れ
を
念
佛
三
昧
と
名
づ
く
」
と
。
○６
・
１『
大
論
』
の
七
に
云
く
、

「
譬
へ
ば
大
臣
の
時
々
に
恩
寵
を
蒙
り
常
に
其
の
主
を
念
ず
る
が
、
菩
薩
も
亦
た
是
の
如
く
種
種
の
功
徳
皆

佛
に
從
ひ
て
得
る
と
知
り
、
恩
重
を
知
る
が
故
に
常
に
念
佛
す
」
と
。
○６
・
２『
般
舟
讃
』
に
云
く
、「
念
佛
を

相
續
し
て
師
恩
を
報
ぜ
よ
」
と
。
○６
・
３『

禮
讃
』
に
雑
修
之
失
を
釋
し
て
云
く
、「
又
相
續
し
て
彼
の
佛
恩
を

念
報
せ
ざ
る
が
故
に
」
と
。
○６
・
４

偈
文
に
云
く
、「
唯
だ
能
く
常
に
如
來
の
名
号
を
稱
し
て
、
應
に
大
悲
弘
誓

の
恩
を
報
ず
べ
し
」
と
。
○６
・
５『
大
悲
經
』
の
三
に
云
く
、「
我
が
法
中
に
於
て
、
但た
だ

性
は
是
れ
沙
門
な
ら
し

め
て
沙
門
の
行
を
汚け
が

す
も
、
自
ら
沙
門
と
稱
し
形か
た
ち

沙
門
に
似
て
當
に
袈
裟
衣
を
被
る
者
あ
る
べ
し
。
此
の

賢
劫
の
弥
勒
を
首は
じ
めと
爲な

し
乃
至
最
後
の
盧
遮
如
來
ま
で
、
彼
の
諸
の
沙
門
、
是
の
如
き
の
佛
所
に
し
て
、
無

餘
涅
槃
界
に
於
て
、
次
第
に
當
に
涅
槃
に
入
る
ヿ
を
得
べ
し
。
遺
餘
有
る
ヿ
無▲
０
６し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
阿

難
、是
之
如
き
一
切
の
諸
の
沙
門
乃
至
一
た
び
佛
名
を
稱
せ
し
は
、一
た
び
信
を
生
ず
る
者
の
所
作
の
功
徳
、
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終つ
い

に
虚
設
な
ら
ず
」
と
。
○６
・
６『
同
』
じ
く
五
に
云
く
、「
佛
如
來
の
諸
の
妙
法
を
説
く
を
聞
い
て
、
深
く
義

趣
を
解
し
如
來
を
憶
念
し
、
心
に
愛
敬
を
生
じ
、
涙
を
抆ぬ
ぐ

ふ
ヿ
有
る
者
、
長
嘆
す
る
者
、
毛
の
竪よ
だ

つ
者
、
若

し
地
獄
餓
鬼
畜
生
に
墮
つ
と
い
は
ば
、
是
の
處こ
と
わり
有
る
ヿ
無
し
」
と
。
○６
・
７『
觀
念
法
門
』
に
云
く
、「
敬
い

て
一
切
の
往
生
人
等
に
白ま
を

す
。
若
し
此
の
語
を
聞
き
て
即
ち
聲
に
應
じ
て
悲
し
ん
で
涙
を
雨あ
め
ふら
し
、
連
劫
累

劫
に
身
を
粉
に
し
て
骨
を
碎
き
佛
恩
の
由
來
を
報
謝
し
て
、
本
心
に
稱か
な

ふ
べ
し
。
豈あ
に

敢
え
て
更
に
毛
髪
も
之

れ
を
憚
る
ヿ
有
ら
ん
や
」
と
。
○６
・
８

知
覺
禪
師
の
『
萬
善
同
歸
集
』
中◯

に
云
く
、「
慙
を
懐
き
愧
を
抱
え
て
常

に
慶
幸
の
心
を
生
じ
、
分
を
識
り
恩
を
知
り
て
、
恒
に
報
酬
の
想
を
起
す
べ
し
」
と
。
○６
・
９

禪
林
寺
の
『
往

生
講
式
』
に
云
く
、「
靜
か
に
往
昔
結け
ち

縁え
ん

の
厚
き
ヿ
を
思
へ
ば
、
心
念
々
に
恃た
の

み
有
り
。
倩
つ
ら
つ
ら

大
悲
誓
願
の

深
き
ヿ
を
思
へ
ば
、
涙
連
々
と
し
て
留
ま
ら
ず
。
實
に
四
十
八▽
０
７

大
願
は
併
せ
な
が
ら
衆
生
の
爲
、
阿
僧
祇

の
具
行
は
偏
に
我
等
が
爲
な
り
。
何い
か

な
る
彌
陀
な
れ
ば
發
難
き
の
願
を
發
し
、
我
等
を
引
接
し
た
ま
ふ
。
何い
か

な
る
我
等
な
れ
ば
、
遇
ひ
難
き
の
願
に
遇
ひ
て
、
彌
陀
を
念
ぜ
ざ
る
。
速
や
か
に
萬
事
を
抛な
げ
うち
て
、
一
心
に

稱
念
す
べ
し
。
悲
願
は
是
れ
深
し
、
引
接
何
を
か
疑
は
ん
や
。」
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○
私
に
云
く
、
予
、
此
れ
等
の
文
を
見
る
毎
に
頗
る
感
信
無
き
に
あ
ら
ず
。
故
に
一
二
を
略
し
取
り
て
、
類

に
依
っ
て
編
集
す
。
彌
陀
有
縁
の
人
・
念
佛
同
心
の
輩や
か
ら、
何
ぞ
此
れ
を
嘲わ
ら

ん
や
。
此
れ
則
ち
佛
の
悲
心
恭
敬

の
相
を
知
ら
し
め
ん
と
欲
ふ
。
復
、
他
力
深
重
の
義
を
思
は
し
め
ん
と
欲
し
、
復
、
傲
慢
我
執
の
情
を
伏ふ
く

せ

し
め
ん
と
欲
し
、
復
、
自
ら
の
自
力
を
捨
て
、
他
力
に
歸
せ
し
め
ん
と
欲
し
、
復
、
人
を
し
て
佛
恩
を
談
ぜ

し
め
ん
と
欲
し
、
復
、
慙
愧
感
歎
の
心
を
發
さ
し
め
ん
と
欲
し
、
彌
陀
に
歸
し
て
酬
報
の
想
ひ
を
起
さ
し
め

ん
と
欲
し
、
復
、
歡
喜
念
佛
せ
し
め
ん
と
欲
し
て
な
り
。
是
れ
皆
な
同
好
願
生
の
人
に
於
て
し
て
、
亦
、
未

聞
の
人
に
於
て
す
。
何
ぞ
聞
知
見
識
の
學
者
を
勞
は
せ
ん
や
。

讃▲
０
７

佛
慈
悲
集  

末 

終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
享
四 

丁
卯 

年
四
月
十
五
日
草
編
之
同
年
臘
月
廿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日 

俄
清
書
之
畢　
　
　
　
西
福
寺
慧
空
四
十
四
歳
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『７
・
２華厳

經
』
の
廿十
六
丁二

に
云
く
、「
菩
薩
若
し
自
ら
梵
行
を
修
せ
ず
し
て
、
他
を
し
て
梵
行
を
淨
修
せ
し
め
ば
、
是
の
處
有
る

ヿ
無
し
。
菩
薩
自
ら
梵
行
を
退
き
、
他
を
し
て
梵
行
具
足
せ
し
め
ば
是
の
處
有
る
ヿ
無
し
。
菩
薩
自
ら
梵
行
を
破
し
て
、

他
を
し
て
梵
行
立
安
せ
し
め
ば
、
是
の
處
有
る
ヿ
無
し
と
、
廣
く
説
く
」
と
。

又７
・
３云
く
、「
菩
薩
自
ら
疑
悔
を
離
れ
、
他
を
し
て
疑
悔
を
離
れ
し
む
る
菩
薩
は
、
自
ら
歡
喜
信
心
を
得
て
、
他
を
し
て
不

壊
信
を
得
し
む
。
廣
く
説
く
」
と
。

同７
・
４廿
四
に
云
く
、「
若
し
人
、善
を
行
ぜ
ず
し
て
他
の
爲
に
説
法
し
て
、善
に
住
せ
し
め
ば
「
是
の
處
」
有
る
ヿ
無
し
」
と
。

　
　

附　
録
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後
　
　
　
　
記

　
こ
の
「
讃
佛
慈
悲
集
」
書か
き
く
だ下
し
文
は
、
浄
土
真
宗
の
学
び
に
お
い
て
「
他
力
」

と
い
う
こ
と
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
事
を
目
的
と
し
た
、
学
習
資
糧
の
一
つ
と

せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
宗
門
に
お
い
て
「
浄
土
真
宗
の
他
力
」
と
い
う
こ
と
へ

の
言
及
が
少
な
い
中
で
、「
讃
佛
慈
悲
集
」
は
「
問
題
点
を
提
示
す
る
貴
重
な

も
の
」
で
あ
る
と
思
う
。
む
ろ
ん
そ
の
こ
と
が
、「
讃
佛
慈
悲
集
」
の
内
容
の

肯
定
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
。「
昔
の
偉
い
先
生
が
書
い
た
も
の
だ
か
ら
」
と

い
う
こ
と
で
の
価
値
で
は
な
く
、
浄
土
真
宗
の
教
え
と
し
て
の
「
他
力
」
と
い

う
こ
と
が
、
現
実
の
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
に
展
開
で
き
て
い
く
の
か
、
そ
の

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
糧
と
し
て
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
宗
門
内
で
無
視
さ
れ

て
き
た
こ
の
「
讃
佛
慈
悲
集
」
を
改
め
て
読
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
次
第

で
あ
る
。

　
現
代
に
お
い
て
、
こ
の
忘
れ
ら
れ
た
「
讃
佛
慈
悲
集
」
を
掘
り
起
こ
し
た
の

は
、
最
初
に
も
記
し
た
が
、
宗
正
元
先
生
だ
っ
た
。
遅
く
と
も
一
九
九
〇
年
代

中
葉
に
は
神
田
神
保
町
で
原
本
『
讃
佛
慈
悲
集
』
を
入
手
さ
れ
て
、『
教
行
信
証
』

を
背
景
に
し
て
慧
空
の
「
讃
佛
慈
悲
集
」
を
読
み
込
も
う
と
さ
れ
た
。
そ
の
途

中
に
お
い
て
、
宗
先
生
が
関
係
す
る
聞
法
会
（
少
な
く
と
も
二
ヶ
所
）
に
お
い

て
慧
空
の
「
他
力
の
六
義
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
お
ら
れ
た
の
だ
が
、
そ
の

中
の
「
弥
陀
別
益
の
他
力
」
を
「
転
成
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
一
回
は
あ
る
。

そ
れ
以
外
に
ど
こ
で
そ
の
こ
と
を
説
か
れ
て
い
た
の
か
詳
ら
か
で
は
な
い
。
私

が
聞
い
た
宗
先
生
の
講
義
の
中
で
「
弥
陀
別
益
の
他
力
」
を
「
転
成
」
と
い
う

内
容
で
取
り
上
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
そ
こ
に
宗
先
生
の
「
言
い
よ

ど
み
」
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
宗
先
生
の
講
義
を
比
較
的
長
く
聞
い
て
い
た
私

に
お
い
て
は
不
可
解
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
逆
に
私
に
お
い
て
「
弥
陀
別

益
の
他
力
」
と
「
転
成
」
の
関
係
を
も
っ
と
明
確
に
す
べ
き
時
代
で
は
な
い
か

と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
そ
う
い
う
中
で
、
た
ま
た
ま
の
出
来
事
が
重
な
っ
て
、
宗
先
生
が
お
持
ち
だ
っ

た
『
讃
佛
慈
悲
集
』
が
、私
の
手
許
に
来
る
こ
と
に
な
っ
て
、私
に
火
が
点
い
た
。

「
も
う
や
る
っ
き
ゃ
な
い
」
の
で
あ
る
。
私
の
手
許
に
き
て
三
ヶ
月
ほ
ど
で
、
そ

う
い
う
こ
と
も
ご
存
じ
な
く
宗
先
生
は
身
罷
り
に
な
っ
て
、
い
よ
い
よ
「
宗
先

生
か
ら
の
課
題
」
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
き
た
。

　
ま
あ
、
私
だ
け
で
は
心
も
と
な
い
の
で
、
先
ず
は
「
七
点
セ
ッ
ト
」
を
電
子

版
と
い
う
形
で
世
に
出
し
て
、
刺
激
し
あ
う
人
を
求
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

私
も
、
歳
も
歳
だ
か
ら
い
つ
ま
で
こ
の
こ
と
に
意
欲
を
持
て
る
か
は
判
ら
な
い

が
、「
ケ
ツ
を
蹴
っ
飛
ば
す
人
」
が
現
わ
れ
る
こ
と
を
、
切
に
願
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
大
竹
　
記
）

（
奥
付
）

　「
讃
佛
慈
悲
集
」
書
下
し
文

　
　
　
　
　
発
　
行
：
仮
立
舎

　
　
　
　
　
書
下
し
文
作
成
者
：
遍
立
寺
衆
徒
　
　
大
竹
　
功

　
　
　
　
　
校
了
日
：
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
年
）
九
月
一
五
日

　
　
　
　
　
原
　
本
：『
讃
佛
慈
悲
集
』
の
中
の
「
讃
佛
慈
悲
集
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
享
四
年
版
と
名
づ
く

　
　「
讃
佛
慈
悲
集
」
を
学
習
資
糧
と
す
る
七
点
セ
ッ
ト
の
無
料
公
開

　
　
　
　
　
◦
電
子
版
「
讃
佛
慈
悲
集
」（
原
本
実
物
大
コ
ピ
ー
が
可
能
）

　
　
　
　
　
◦
電
子
版
冊
子
「
讃
佛
慈
悲
集
」
に
お
け
る
引
用
文
献
の
確
認

　
　
　
　
　
◦
電
子
版
冊
子
「
讃
佛
慈
悲
集
」
書
下
し
文
　（
当
冊
子
）　
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玄
黄
洞
　
　
三
之
洞
　
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
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